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令和元年８月６日 

保健福祉部生活福祉担当課 

 

 

平成３０年度成年後見制度等利用支援に関する実績について 

 

１ 主旨 

  社会福祉協議会成年後見センターに委託実施した成年後見制度の利用支援等について、

平成３０年度の実績を報告する。 

 

２ 成年後見制度利用支援に関する実績 

（１）相談 

区内在住で高齢、障害、疾病等により判断能力が十分でない方やその親族、あんし

んすこやかセンター等からの相談を受け付けた。 

 ① 相談件数（４年間の推移） 

  平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度 平成 30 年度 

成年後見センター 

相談支援件数 
1,690 1,500 1,534 1,389 

     
 

方
法 

電話 1,323 1,175 1,229 1,098 

来所 354 311 284 261 

出張相談 13 14 21 30 

  計 1,690 1,500 1,534 1,389 
 

   
   

相
談
者 

本人 207 198 200 199 

親族 942 808 782 677 

行政 111 104 128 115 

地域包括支援センター 112 131 107 123 

知人・その他 318 259 317 275 

 計 1,690 1,500 1,534 1,389 
 

   
   

対
象
者 

高齢者 1,393 1,222 1,258 1,143 

精神障害者 118 102 132 110 

知的障害者 78 73 51 50 

その他 101 103 93 86 

  計 1,690 1,500 1,534 1,389 

 

 ② 相談内容内訳 

相談内容 法定後見 
あんしん
事業 

任意後見 
後見人 
養成等 

相続・ 
遺言 

その他 計 

平成 30 年度 

相談件数 
871 221 136 10 38 113 1,389 

資料５ 
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（２）法律相談 

相続や遺言、負債整理及びそれらに関するトラブル等の相談には、弁護士による法

律相談を実施して解決に向けて支援した。 

 ① 開催状況 

   第１・３水曜日及び第２木曜日の午後（予約制） 

    ※第２木曜日は社会福祉協議会の自主事業 

 ② 相談件数 

   １１６件 

 

（３）親族等申立ての支援 

   親族が成年後見人の申立てを行う場合の手続き等について、成年後見支援員（区民

成年後見人養成講座修了者）による成年後見申立て手続き説明会を週１回開催（予約

制）し、親族等申立てを支援した。（相談者７０名） 

 

（４）区民成年後見人の養成 

   判断能力が十分でない方で親族が後見人に就くことが困難な方の権利を擁護するた

め、区民成年後見人養成研修を開催し、区民後見人を養成した。 

① 研修の期間 

   平成３０年６月２日から１０月２０日まで 延べ１２日、５５時間 

②  研修修了者数 

   ２１名（男性１３名、女性８名 平均年齢６１歳）（延べ修了者数１９４名） 

 

（５）事例検討委員会 

   成年後見区長申立て事案等について、課題整理や後見業務の検討、成年後見人等の

候補者（弁護士、司法書士、社会福祉士、社会福祉協議会、区民成年後見人など）の

選任等を行う事例検討委員会を月２回開催（案件がない場合は中止）した。 

 ① 成年後見人等候補者選任状況（４年間の推移） 

  弁護士 司法書士 社会福祉士 その他 
社協 

(法人後見) 
区民後見人 計 

平成 26 年度 16 件 8 件 9 件 0 件 19 件 19 件 71 件 

平成 27 年度 20 件 15 件 10 件 1 件 10 件 17 件 73 件 

平成 28 年度 20 件 8 件 16 件 0 件 4 件 17 件 65 件 

平成 29 年度 10 件 8 件 11 件 2 件 7 件 15 件 53 件 

平成 30 年度 16 件 10 件 16 件 0 件 32 件 10 件 84 件 

 ※候補者の選任件数は、区長申立て事案に加え、区及び社会福祉協議会が関わった本人

または親族申立て事案における成年後見人等候補者の選任件数を含む。 
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（６）制度の普及啓発 

   成年後見制度ハンドブックや区のホームページ、社会福祉協議会のホームページ等

により制度を案内するとともに、地域の活動団体や他の自治体に成年後見センター職

員や区民成年後見支援員を講師として派遣するなど、制度の普及啓発を図った。(成年

後見センター職員２０件、区民成年後見支援員 ３件) 

また、あんしんすこやかセンターなど相談機関を対象に後見事例検討会を開催し、

成年後見制度や地域福祉権利擁護事業等の情報共有や事例検討等を通じ、連携を深め

た。（実施回数２回、延べ参加者７５名） 

 

３ 成年後見区長申立て 

  認知症や精神障害、知的障害で判断能力が十分でない方で、親族不在や虐待、親族が

遠方にいるなど、親族の支援を受けることができない方を対象に、老人福祉法、精神保

健及び精神障害者福祉に関する法律並びに知的障害者福祉法に基づき、区が親族に代わ

り家庭裁判所へ後見開始の審判の申立てを行った。 

 ① 区長申立て件数（４年間の推移） 

  平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度 平成 30 年度 

区長申立て件数 51 件 54 件 46 件 67 件 

 

４ その他（社会福祉協議会自主事業等の主な取り組み） 

（１）権利擁護の取り組み 

   社会福祉協議会が運営する成年後見センターでは、区の成年後見制度利用支援事業

の受託のほか、法人の自主事業として法人後見や任意後見を受任した。なお、区民成

年後見人が成年後見人として選任された場合、後見監督人として区民成年後見人が行

う後見業務について指導、助言、監督を行った。 

   金銭管理等に不安がある区民には、福祉サービスの利用や金銭の管理等を援助する

あんしん事業（地域福祉権利擁護事業）により、高齢者等の日常生活を支援した。 

【法人後見等の件数】 

 法人後見 任意後見 後見監督人 あんしん事業 

平成 31 年 3 月末現在 

受任・契約件数 
79 件受任 9 件受任 64 件受任 120 件契約 

 

（２）制度の普及啓発 

   成年後見制度の普及を図るため、弁護士会と連携し、成年後見制度や任意後見制度

に関するセミナーを開催した。 

   また、弁護士会や司法書士会と連携し、遺言、相続、自分の将来を考えておくこと

の必要性について、関係団体や関係機関等と協力して老い支度講座を開催するなど、

制度の普及に取り組んだ。 

   なお、独自にエンディングノート（私のノート）を作成・販売し、高齢者が自身の

将来を考えていただくきっかけづくりを支援した。（平成３０年度販売実績:３３２冊 

販売数累計:２，１２２冊） 
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 【セミナー・講座等の開催状況】 

 開催回数 参加者数 共催団体 

成年後見セミナー 2 回 54 名  

老い支度講座 10 回 357 名 
あんしんすこやかセンター、 
金融機関、地域団体など 

 

 

 



 
 

令 和 元 年 ８ 月 ６ 日 

                              高 齢 福 祉 課 

平成３０年度高齢者虐待対策の取組み 

 

１． 高齢者虐待対策の取組み 

（１） 高齢者虐待対策地域連絡会および高齢者虐待対策検討担当者会 

①  連絡会（学識経験者、医師、弁護士、警察、民生委員などで構成）   ・・・年１回 

②  担当者会（区職員、あんしんすこやかセンター職員、社会福祉協議会職員などで構成） 

・・・年２回 

（２） 虐待対応ケア会議 

  ・ ３２９件の事例について、ケア会議を６１３回実施（過年度からの継続案件含む）。 

（３） 高齢者一時保護施設の運営・・・利用実績４名（新規４名）うち虐待事例は３件 

（４） 対応力向上を目指した事業者への研修、説明および区民への啓発 

・ 研修は年３回実施（企画、運営は担当者会） 

【第１回】 

講義①：「高齢者虐待防止について」  

発表者：高齢福祉課 事業担当 木村 有史 

講義②：「高齢者虐待対応の手引きについて」  

発表者：北沢保健福祉課 地域支援担当係長 北村 絵里 

講義③：「高齢者虐待の早期発見に大切なのは私たちの小さな気づき 

～世田谷区 高齢者虐待統計の分析結果から～」 

    発表者：世田谷保健福祉課 地域支援担当係長 岩崎 知恵子     参加者：７１名 

【第２回】 

講義①：「法律家とともに学ぶ高齢者虐待対応の現場における留意点」 

講師：冨永法律事務所 所長 冨永 忠祐 氏 

講義②：「高齢者虐待対応の手引きについて」 

    発表者：世田谷保健福祉課 地域支援担当 谷藤 京子        参加者：３４名 

【第３回】 

講義①：「高齢者虐待対応の手引きについて」 

発表者：砧保健福祉課 地域支援担当係長 佐藤 中雄   

講義②：「セルフネグレクトへの対応」 

講師：あさくさばしファミリーカウンセリングルーム 室長 野口 洋一 氏  

参加者：５６名 

・  虐待手引き（事業者向け）の説明 

   ４月あんすこスキルアップ会議    ６月新任ケアマネ研修 

   ８月介護サービス事業者集団指導   ２月介護サービス事業者集団指導 

・  保健福祉課職員による虐待についての説明 

あんすこ職員、ケアマネ連絡会、主任ケアマネ交流会、多職種連携の会、地域合同包括ケア

会議、保健師交流会等 

・  あんすこ職員による虐待についての説明 

民生委員連絡会、ケアマネ連絡会、地域密着型通所介護運営推進会議等 

 

資料６   



 

・ 「高齢者虐待対応の手引き」（事業者・区職員向け）、「ひとりで悩まないで」（区民向け） 

 および「高齢者施設内虐待対応の手引き」（区職員向け）の改訂 

  ・ 区のおしらせ（平成３０年１２月１日号）にて、「高齢者への虐待を防ぎましょう」の記事

を掲載 ※参考資料有 

 

 

２． 平成３０年度の相談・通報実績 

（１） 養護者による虐待  

年度 27 28 29 30 

通報(件) 163 211 203 188 

認定(件) 142 141 182 154 

 

新規相談・通報受理件数（平成３０年度内に通報を受理したもの） 
30 年度（29 年度）  

188（203） 件 

相談・通報者 

（重複有） 

介護支援専門員 76（77） 人 

介護保険事業所職員 6（5） 人 

医療機関従事者（医師含む） 18（19） 人 

近隣住民・知人 6（13） 人 

民生委員 3（3） 人 

被虐待者本人 8（7） 人 

家族・親族 12（14） 人 

虐待者自身 3（8） 人 

区職員（あんしんすこやかセンター職員含む） 40（39） 人 

警察 21（20） 人 

その他・匿名・不明 2（7） 人 

合計（延べ） 195（212） 人 

 

 

相談・通報を受けた事例の状況（過年度に通報を受理した事例を含む） 30 年度（29 年度）  

事
実
確
認
の
状
況 

調査の結果 

虐待を受けた又は受けたと思われたと判断した 

事例 
154（182） 件 

虐待ではないと判断した事例 37（28） 件 

虐待の判断に至らなかった事例 21（15） 件 

事実確認調査を行っていない事例（明らかに虐待ではなく調査不要

と判断したもの、今後調査を予定している又は検討中のもの） 
6（13） 件 

内
訳 

虐待の種別・ 

類型（重複有） 

身体的虐待 106（111） 件 

介護・世話の放棄、放任 38（39） 件 

心理的虐待 72（97） 件 

性的虐待 1（1） 件 

経済的虐待 19（26） 件 

被虐待者の 

性別 

男性 34（35） 人 

女性 122（151） 人 



 

被虐待者と 

虐待者の関係 

（被虐待者か

ら見た続柄） 

（重複有） 

夫 28（27） 人 

妻 7（6） 人 

息子 68（91） 人 

娘 46（49） 人 

息子、娘の配偶者 4（4） 人 

兄弟姉妹 5（3） 人 

孫 2（6） 人 

その他・不明 5（9） 人 

 

平成３０年度に虐待対応を行った事例 

（過年度に通報を受理した事例を含む） 

30 年度（29 年度）  

287（280） 件 

293（292） 人 

虐
待
へ
の
対
応
策 

分離の有無 

分離を行った事例 25（31） 人 

分離していない事例 98（126） 人 

対応検討中 2（1） 人 

虐待判断時点で入院、別居等の状態 20（27） 人 

その他(前年度からの継続含む) 148（107） 人 

合計 293（292） 人 

分離を行った

事例の対応の

内訳 

契約による介護保険サービスの利用 7（16） 人 

老人福祉法に基づくやむを得ない事由等による措置  10（5） 人 

緊急一時保護 0（2） 人 

医療機関への一時入院 4（2） 人 

上記以外の住まい・施設等の利用 2（1） 人 

虐待者を高齢者から分離（転居等） 0（2） 人 

その他 2（3） 人 

合計 25（31） 人 

分離していな

い事例の対応

の内訳 

（重複有） 

養護者に対する助言・指導 80（45） 人 

養護者が介護負担軽減のための事業に参加 2（1） 人 

被虐待者が新たに介護保険サービスを利用 3（9） 人 

ケアプランの見直し 13（60） 人 

介護保険サービス以外のサービスを利用 5（18） 人 

その他 12（11） 人 

見守りのみ 9（19） 人 

合計（延べ） 124（163） 人 

調査対象年度 

末日での状況 

対応継続 162（156） 人 

一定の対応終了、経過観察継続 22（45） 人 

終結 109（91） 人 

合計 293（292） 人 

 

 

 

 



 

（２） 養介護施設従事者等による虐待 

年度 27 28 29 30 

通報(件) 10 17 4 12 

認定(件) 4 1 1 4 

 

通報対応件数(過年度に通報を受理した事例を含む) 
30 年度（29 年度）  

13（4） 件 

通報を受けた 

養介護施設・事業所

の種別 

養護老人ホーム、有料老人ホーム、軽費老人ホー

ム、地域密着型特定施設 
7（4） 件 

特別養護老人ホーム（介護老人福祉施設）、 

介護老人保健施設、介護療養型医療施設、 

地域密着型介護老人福祉施設 

1（0） 件 

訪問介護、訪問入浴介護、訪問看護、 

訪問リハビリテーション、通所介護、 

居宅介護支援事業所、通所リハビリテーション、 

短期入所施設（生活介護、療養介護） 

4（0） 件 

小規模多機能型居宅介護、夜間対応型訪問介護、 

認知症対応型通所介護、認知症対応型共同生活介

護（グループホーム）、その他 

1（0） 件 

合計 13（4） 件 

相談・通報者 

（重複有） 

介護支援専門員 2（0） 人 

介護相談員 0（0） 人 

当該施設職員 2（0） 人 

当該施設元職員 0（0） 人 

施設・事業所の管理者 5（2） 人 

医療機関従事者（医師含む） 0（1） 人 

被虐待者本人 0（0） 人 

家族・親族 1（0） 人 

区職員（あんしんすこやかセンター職員含む） 0（0） 人 

警察 1（0） 人 

社会福祉協議会職員 0（0） 人 

国民健康保険団体連合会 0（0） 人 

都道府県 0（0） 人 

その他・匿名・不明 2（1） 人 

合計（延べ） 13（4） 人 

事
実
確
認
の
状
況 

調査の結果 

虐待を受けた又は受けたと思われたと判断した事例 4（1） 件 

虐待ではないと判断した事例  3（0） 件 

虐待の判断に至らなかった事例 3（0） 件 

事実確認調査を行っていない事例（明らかに虐待ではなく調査不要と判断

したもの、今後調査を予定している又は検討中のもの、 

都道府県に調査を依頼したもの） 

3（3） 件 

 



 

虐待を受けた又は受けたと思われたと判断した事例の内訳 

30 年度（29 年度）  

4（1） 件 

6（1） 人 

虐待の種別・ 

類型（重複有） 

身体的虐待 2（0） 件 

介護・世話の放棄、放任 1（0） 件 

心理的虐待 3（1） 件 

性的虐待 0（0） 件 

経済的虐待 0（0） 件 

合計（延べ） 6（1） 件 

被虐待者の性別 
男性 0（1） 人 

女性 6（0） 人 

虐待を行った 

養介護施設等 

の従事者 

（重複有） 

介護職 5（1） 人 

看護職 0（0） 人 

管理職 0（0） 人 

施設長 0（0） 人 

経営者・関係者 0（0） 人 

その他・不明 0（0） 人 

合計（延べ） 5（1） 人 

 

 

【参考】区のおしらせ抜粋（平成３０年１２月１日号掲載）    

  



平成30年度　高齢者孤立死の調査結果

１．孤立死発見の状況

世田谷地域 北沢地域 玉川地域 砧地域 烏山地域 合計

男 8 7 18 5 8 46

女 15 5 5 11 0 36

６０代 6 0 7 3 1 17

７０代 6 6 7 4 4 27

８０代 8 5 7 9 3 32

９０代 3 1 2 0 0 6

３日以内 8 4 13 5 0 30

１週間以内 5 2 4 5 3 19

２週間以内 3 1 3 5 2 14

２週間以上 7 5 3 1 3 19

不明 0 0 0 0 0 0

介護保険サービス 9 1 7 1 0 18

その他のサービス 4 1 2 1 0 8

なし 11 7 10 13 8 49

不明 1 4 4 1 0 10

23 12 23 16 8 82

割合

性　　別 男 女 合計

人 46 36 82

％ 56% 44% 100%

年　　齢 ６０代 ７０代 ８０代 ９０代 合計

人 17 27 32 6 82

％ 15% 38% 41% 6% 100%

発見までの期間 ３日以内 １週間以内 ２週間以内 ２週間以上 不明 合計

人 30 19 14 19 0 82

％ 37% 21% 18% 23% 1% 100%

人 18 8 49 10 85

％ 19% 14% 57% 10% 100%

合計

※重複利用有

１ページ

令和元年8月6日
高  齢  福  祉  課

サービス
利用状況
（重複利
用あり）

性　　別

年　　齢

発見まで
の期間

　高齢者が誰にも看取られずに自宅で死亡し、死後数日を経過し発見されたもので、
区及びあんしんすこやかセンターにて把握した件数を計上している。

サービス
利用状況

（※）

介護保険
サービス

その他の
サービス

なし 不明 合計

資料７   



２．発見までの期間とサービス利用状況

不明

10 3 1 4 １８

5 0 2 1 ８

0

0

３．発見月の状況

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

男 6 3 3 8 6 1 4 0 3 3 2 7

女 0 2 2 10 4 1 2 1 4 2 3 5

合計 6 5 5 18 10 2 6 1 7 5 5 12

４．発見までの期間と最初に異変を感じた人

なし

不明

２ページ

0 4 2 10

12 16 8 13 49

近隣 5 2 4 6 17

8

３日以内
（数日）

1週間以内 2週間以内 2週間以上 不明 合計

親族 6 4 1 1 12

大家 1 2 3 6

友人 5 2 1

6

自治会役員 0

不動産会社・管理人 2 1 3

0

民生委員 4 4

見守りボランティア

3

あんすこ 1 1 2

生活保護ＣＷ 1 2

3

ヘルパー 4 3 7

ケアマネジャー 1 2

1

訪問医療 1 1 2

配食サービス 1

3

0

かかりつけ医関係 3

警備会社（見守り）

1 1

1 2 1 4

合計

4

新聞･牛乳配達

配達業者

82合計 30 19 14 19 0

2

救急隊･警察 1 1

区職員 2

３日以内
（数日）

1週間以内 2週間以内 2週間以上 合計

14 3 2 4 0
その他のサービス

介護保険サービスあり（重複利
用あり） 23

合計

46

36

82

30 19 14 19 82



５．年度別

２７年度

世田谷地域 北沢地域 玉川地域 砧地域 烏山地域 合計

男 11 6 16 5 9 47

女 9 0 7 1 5 22

65～69歳 3 1 4 0 4 12

70～79歳 9 3 12 5 7 36

80～89歳 6 2 6 1 3 18

90歳以上 2 0 1 0 0 3

20 6 23 6 14 69

４～６月 ７～９月 １０～１２月 １～３月 合計

男 13 14 11 9 47

女 5 6 6 5 22

18 20 17 14 69

２８年度

世田谷地域 北沢地域 玉川地域 砧地域 烏山地域 合計

男 12 9 11 6 7 45

女 6 5 1 4 3 19

65～69歳 3 1 2 3 2 11

70～79歳 7 8 6 3 4 28

80～89歳 5 5 0 4 3 17
90歳以上 3 0 4 0 1 8

18 14 12 10 10 64

４～６月 ７～９月 １０～１２月 １～３月 合計
男 11 14 7 13 45
女 3 2 5 9 19

14 16 12 22 64

２９年度
世田谷地域 北沢地域 玉川地域 砧地域 烏山地域 合計

男 14 2 4 10 6 36
女 13 5 4 5 5 32

65～69歳 7 0 0 2 1 10
70～79歳 9 2 2 8 5 26
80～89歳 10 4 6 5 3 28
90歳以上 1 1 0 0 2 4

27 7 8 15 11 68

４～６月 ７～９月 １０～１２月 １～３月 合計
男 12 10 3 11 36
女 7 9 7 9 32

19 19 10 20 68

３０年度
世田谷地域 北沢地域 玉川地域 砧地域 烏山地域 合計

男 8 7 18 5 8 46
女 15 5 5 11 0 36

65～69歳 6 0 7 3 1 17
70～79歳 6 6 7 4 4 27
80～89歳 8 5 7 9 3 32
90歳以上 3 1 2 0 0 6

23 12 23 16 8 82

４～６月 ７～９月 １０～１２月 １～３月 合計
男 12 15 7 12 46
女 4 15 7 10 36

16 30 14 22 82

３ページ

性
別

合計

性
別

年齢

合計

（月別）

性
別

年齢

性
別

年齢

合計

（月別）

性
別

合計

合計

（月別）

性
別

合計

合計

性
別

年齢

合計

（月別）

性
別



介護施設等の整備状況（日常生活圏域別）　※令和元年7月16日現在 単位：箇所（人）

池尻 1 (24) 2 (49) 1 (18) 

太子堂 1 (54) 1 (130) 

若林 1 (29) 1 (27) 

上町 2 (24) 2 (27) 1 (63) 1 (20) 3 (162)

経堂 2 (24) 2 (36) 4 (439)

下馬 2 (22) 1 (29) 2 (36) 1 (29) 1 (4) 1 (65) 2 (139)

上馬 1 (18) 

0 (0) 0 (0) 7 (94) 4 (107) 0 (0) 9 (162) 1 (29) 2 (58) 1 (65) 2 (193) 1 (20) 9 (740)

梅丘 1 (12) 1 (30)

代沢

新代田 1 (3) 1 (18) 

北沢 1 (12) 1 (25) 1 (100) 

松原 2 (186) 1 (300) 1 (12) 1 (100) 2 (135)

松沢 1 (12) 1 (20) 

2 (186) 1 (300) 5 (51) 0 (0) 0 (0) 1 (18) 0 (0) 1 (25) 1 (100) 1 (100) 1 (20) 3 (165)

奥沢 1 (29) 1 (27) 1 (79)

九品仏 1 (12) 1 (18) 

等々力 1 (12) 1 (29) 1 (18) 2 (15) 2 (112) 7 (365)

上野毛 1 (30) 1 (12) 1 (24) 2 (45) 3 (164)

用賀 1 (60) 1 (29) 2 (36) 1 (8) 1 (58) 7 (579)

二子玉川 1 (3) 1 (9) 1 (24) 1 (156) 4 (184)

深沢 1 (35) 2 (58) 1 (27) 1 (12) 1 (96) 1 (50) 1 (10) 4 (274)

3 (125) 0 (0) 4 (39) 4 (116) 2 (53) 9 (180) 0 (0) 5 (59) 4 (266) 2 (206) 1 (10) 26 (1,645)

祖師谷 2 (36) 4 (207)

成城 1 (30) 1 (22) 3 (31) 1 (29) 2 (28) 2 (154) 1 (10) 4 (344)

船橋 1 (12) 2 (54) 4 (81) 2 (30) 3 (289) 2 (40) 6 (362)

喜多見 2 (24) 1 (29) 9 (162) 2 (28) 2 (150) 3 (236) 2 (40) 8 (465)

砧 1 (3) 3 (54) 1 (4) 1 (60) 1 (77) 1 (20) 2 (134)

1 (30) 1 (22) 7 (70) 3 (83) 0 (0) 18 (333) 1 (29) 7 (90) 8 (653) 4 (313) 6 (110) 24 (1,512)

上北沢 1 (12) 1 (29) 1 (27) 1 (29) 2 (26) 1 (100) 1 (20) 3 (158)

上祖師谷 3 (26) 3 (63) 2 (25) 2 (179) 6 (400)

烏山 2 (59) 2 (15) 1 (29) 3 (45) 4 (39) 4 (303) 1 (60) 3 (164)

2 (59) 0 (0) 6 (53) 2 (58) 0 (0) 7 (135) 1 (29) 8 (90) 7 (582) 1 (60) 1 (20) 12 (722)

箇所

人数

※小規模多機能型居宅介護、看護小規模多機能型居宅介護の（人数）は登録定員

合
計

都市型
軽費
老人
ホーム

特定施設
入居者

生活介護

定期巡回
･随時
対応型

訪問介護
看護

夜間
対応型

訪問介護

認知症
対応型

通所介護

小規模
多機能型
居宅介護

看護
小規模

多機能型
居宅介護

認知症
高齢者
グループ
ホーム

地域
密着型

特別養護
老人
ホーム

総
合
支
所

まち
づくり
セン
ター

地域密着型サービス

ショート
ステイ

特別養護
老人
ホーム

介護老人
保健施設

世
田
谷

北
沢

玉
川

砧

烏
山

8 2 29 13 2

828 87 322

44 3 23

400 322 307 364 53 1,666 872 180 4,784

7421 10 10

資料８   令和元年８月６日 

高齢福祉課  



                        

介護施設等の整備状況及び今後の予定              令和元年7月16日現在 

種別 平成 

29年度末 

整備数 

平成 

30年度 

増加数 

平成 

30年度末

整備数 

第７期 

整備目標 

（令和 

 2年度末） 

令和元年度の開設予定 

●開設済み 

○事業者決定済み 

併設 

Ａ 定期巡回・随時対

応型訪問介護看護 

6か所 0か所 6か所 8か所 ●区有地（松原6-37）  36人 

●民有地（南烏山2-19）  4人 

ＣＪ 

360人 0人 360人 420人 

Ｂ 夜間対応型訪問介

護 

1か所 1か所 2か所 －   

230人 92人 322人 － 

Ｃ 認知症対応型通所

介護 

26か所 2か所 28か所 28か所 ●区有地（松原6-37）  12人 ＡＪ 

289人 10人 299人 313人 

Ｄ 小規模多機能型居宅

介護 

12か所 1か所 13か所 18か所   

317人 

（通所） 

47人 

（登録） 

364人 

（登録） 

491人 

（登録） 

Ｅ 看護小規模多機能

型居宅介護 

2か所 0か所 2か所 4か所   

 47人 

（通所） 

6人 

（登録） 

53人 

（登録） 

105人 

（登録） 

Ｆ 認知症高齢者グル

ープホーム 

（認知症対応型共同生活

介護） 

42か所 2か所 44か所 50か所   

801人 27人 828人 945人 

Ｇ 地域密着型特別養

護老人ホーム 

（地域密着型介護老人福

祉施設入所者生活介護） 

2か所 1か所 3か所 4か所   

58人 29人 87人 116人 

Ｈ 特別養護老人ホー

ム 

（介護老人福祉施設） 

19か所 1か所 20か所 24か所 ●国有地（上用賀4-15）58人 

○国有地（下馬2-3）    90人 

○国有地（瀬田4-5）  144人 

○国有地（弦巻3-3）    58人 

Ｉ 

Ｉ 

Ｉ 

Ｉ 

1,498人 110人 1,608人 1,958人 

Ｉ ショートステイ 

（短期入所生活介護） 

21か所 1か所 22か所 26か所 ●国有地（上用賀4-15） 8人 

○国有地（下馬2-3）    10人 

○国有地（瀬田4-5）    24人 

○国有地（弦巻3-3）    10人 

Ｈ 

Ｈ 

Ｈ 

Ｈ 

294人 20人 314人 366人 

Ｊ 介護老人保健施設 9か所 0か所 9か所 11か所 ●区有地（松原6-37） 100人 Ａ 

Ｃ 772人 0人 772人 952人 

Ｋ 介護療養型医療施

設 

2か所 － 2か所 －   

141人 －  97人 － 

Ｌ 特定施設入居者生活

介護 

（介護付有料老人ホーム等） 

70か所 3か所 73か所 77か所 ○民有地（砧5-1）     55人  

4,478人 265人 4,743人 4,894人 

Ｍ 都市型軽費老人ホ

ーム 

8か所 2か所 10か所 12か所   

140人 40人 180人 220人 

 

 



介護施設等の整備状況（日常生活圏域別）　※令和元年7月16日現在

箇
所

定
員

名称
箇
所

定
員

名称
箇
所

定
員

名称
箇
所

登
録

通
所

宿
泊

名称
箇
所

登
録

通
所

宿
泊

名称
箇
所

定
員

名称
箇
所

定
員

名称
箇
所

定
員

名称
箇
所

定
員

名称
箇
所

定
員

名称
箇
所

定
員

名称
箇
所

定
員

名称
箇
所

定
員

名称
箇
所

定
員

名称

1 24 デイ・ホーム三宿 2 24 12 4 優っくり小規模多機

能介護池尻 1 18 優っくりグループ

ホーム池尻

25 15 5 小規模多機能ホー

ム三宿

★ジャパンケア世田谷

在宅老人ホーム太子堂

サテライト

★ＳＯＭＰＯケア　世

田谷　夜間訪問介護

太子堂サテライト
1 54 ゆめてらす三軒

茶屋 1 130
ホスピア三軒

茶屋 2 44 青葉病院 1 47 【住】メディカルホーム

グランダ三軒茶屋

★やさしい手用賀　サテ

ライト三軒茶屋 53 三軒茶屋病院

若
林 1 29 15 5 優っくり小規模多機

能介護三軒茶屋 1 27 クローバーハウ

ス若林 1 6 ぐりーん・さいと　サル

ビア荘

2 12 デイ・ホーム弦巻 2 9 チュｰレンポート 1 63 ビバ・フローラ 7 89 トラストガーデン桜新町 1 20 セントラル世田谷

桜

12
「上町陽だまり」だ

んらん 18
愛の家グループ

ホーム桜新町 39
ホームステーションらい

ふ経堂

34 ボンセジュール経堂

17 【住】季布之家西館

49
【住】グランダ世田谷上

町

8 【住】グリーンステイツ・

壱番館

6 【住】セニア世田谷

2 12 デイホーム桜丘 2 18 ＰＡＯ経堂 4 114 ベストライフ世田谷 2 40
小田急のサービス付き

高齢者向け住宅　レ

オーダ経堂

12
セントケア経堂デイ

サービスセンター 18 さくらの家 61
グラニー千歳船橋・世

田谷 23
コーシャハイム千歳船

橋フロント３号館　サー

ビス付高齢者向け住宅

56
メディカルリハビリホー

ムくらら千歳船橋

208 アリスタージュ経堂

2 10 フレンズケアセン

ター 1 29 18 9 優っくり小規模多機

能介護下馬 2 18 きらら世田谷野

沢 1 29 下馬の家 1 4 フレンズホーム 1 65 フレンズホーム 2 76 しまナーシングホーム

学芸大学

12 デイ・ホーム中丸 18
優っくりグループ

ホーム下馬 63 アライブ世田谷下馬

上
馬 1 18 クローバーハウ

ス駒沢

小
計 0 0 0 0 7 94 4 107 60 23 0 0 0 0 9 162 1 29 2 58 1 65 2 193 2 97 14 867 3 69 1 20

梅
丘

★ジャパンケア世田谷

在宅老人ホーム豪徳寺

サテライト
1 12 デイサービスすず

らん梅丘 1 30 アライブ世田谷代田

代
沢

★ジャパンケア世田谷

在宅老人ホーム下北沢

サテライト

新
代
田

1 3 デイホームウェル

ファー 1 18 ウェルファー 1 7 【住】オメガプレイス羽

根木

北
沢

1 12 デイサービスセン

ターきたざわ苑 1 25 きたざわ苑 1 100 きたざわ苑

2 150
ＳＯＭＰＯケア　世田谷

定期巡回 1 300

ＳＯＭＰＯケア

世田谷　夜間訪

問介護
1 12 デイサービスセン

ター梅ヶ丘 1 100 梅ヶ丘 2 30 グランダ松原・世田谷

36
ナーシング・ケア・ステー

ション梅ヶ丘
105 アリア松原

松
沢

1 12 デイホーム赤堤 1 33 ★グランドマスト赤堤 1 20 ケアハウス赤堤

小
計 2 186 1 300 5 51 0 0 0 0 0 0 0 0 1 18 0 0 1 25 1 100 1 100 0 0 4 172 1 33 1 20

北
沢

松
原

世
田
谷

池
尻

太
子
堂

上
町

経
堂

下
馬

看護小規模多機能型
居宅介護

認知症高齢者
グループホーム

地域密着型
特別養護老人ホーム

高齢福祉課

総
合
支
所

日
常
生
活
圏
域

地域密着型サービス その他の施設等

定期巡回・随時対応型
訪問介護看護

夜間対応型
訪問介護

認知症対応型
通所介護

小規模多機能型
居宅介護

介護療養型
医療施設

有料老人ホーム
サービス付

高齢者向け住宅
都市型軽費
老人ホーム

ショートステイ
特別養護
老人ホーム

介護老人
保健施設



介護施設等の整備状況（日常生活圏域別）　※令和元年7月16日現在

箇
所

定
員

名称
箇
所

定
員

名称
箇
所

定
員

名称
箇
所

登
録

通
所

宿
泊

名称
箇
所

登
録

通
所

宿
泊

名称
箇
所

定
員

名称
箇
所

定
員

名称
箇
所

定
員

名称
箇
所

定
員

名称
箇
所

定
員

名称
箇
所

定
員

名称
箇
所

定
員

名称
箇
所

定
員

名称
箇
所

定
員

名称

看護小規模多機能型
居宅介護

認知症高齢者
グループホーム

地域密着型
特別養護老人ホーム

高齢福祉課

総
合
支
所

日
常
生
活
圏
域

地域密着型サービス その他の施設等

定期巡回・随時対応型
訪問介護看護

夜間対応型
訪問介護

認知症対応型
通所介護

小規模多機能型
居宅介護

介護療養型
医療施設

有料老人ホーム
サービス付

高齢者向け住宅
都市型軽費
老人ホーム

ショートステイ
特別養護
老人ホーム

介護老人
保健施設

1 29 15 6 小規模多機能きら

ら奥沢 1 27 きらら奥沢 2 79 ロイヤルライフ奥沢

12 【住】デライトハウス

九

品

仏
1 12 デイ・ホーム玉川

田園調布 1 18 奥沢・共愛 1 42 【住】チャームプレミア

田園調布

1 12 デイ・ホーム等々

力 1 29 15 5 愛・小規模多機能

等々力 1 18 花物語とどろき 2 12 等々力の家 2 60 等々力の家 8 36 アリア等々力

3 等々力共愛ホー

ムズ 52
等々力共愛ホー

ムズ 38 アリア等々力の杜

58 グランダ田園調布

45 くらら田園調布

57 トラストガーデン等々力

63 ガーデンテラス尾山台

7 【住】はまさんの家

68
東急ウェリナケア尾山

台

★ジャパンケア世田谷上

野毛駅前サテライト 1 12 デイ・ホーム中町 1 24 12 6 ナースケア・リビン

グ世田谷中町 2 18 中町グループ

ホーム　ふるさと 3 46 くらら上野毛 4 37 そんぽの家S　上野毛

★ジャパンケア世田谷上

野毛サテライト 27
たのしい家上野

毛 43 アライブ世田谷中町 33
そんぽの家S　上野毛

駅前

1 30 ホームケア世田谷中町 37 【住】グランダ上野毛 176
グランクレール世田谷

中町シニアレジデンス

75
【特定】グランクレール

世田谷中町ケアレジデ

ンス

1 60 やさしい手用賀 1 29 18 8 看多機かえりえ用

賀 2 18 ニチイケアセン

ター用賀 1 8 ラ・ストーリア上

用賀 1 58 ラ・ストーリア上

用賀 9 278
【住】グランクレール馬

事公苑 4 5 アンジェリカハイツ

18 ソラスト上用賀 49 アリア馬事公苑 39 アイリスガーデン用賀

120 フランシスコ・ヴィラ 120 グレイプス用賀

60
リハビリホームくらら砧

公園 62 リアンレーヴ世田谷

139
トラストガーデン用賀の

杜

50 くらら用賀

81
ウェルケアガーデン馬

事公苑

80 ニチイホーム用賀

46
【住】イリーゼ用賀ガー

デン

1 3 デイサービスやま

ぼうし 1 9 やまぼうし 1 24 ケアプラスホテル

瀬田ステイ 1 156 玉川すばる 5 52 アルタクラッセ二子玉川

41 アリア二子玉川

50
リハビリホームグランダ

瀬田

41 ベストライフ用賀

1 35 ２４ケアステーション　ノテ

東京 2 29 18 9 小規模多機能型居

宅介護　ノテ深沢 1 27
認知症対応型グ

ループホーム　ノ

テ深沢
1 12 深沢共愛ホーム

ズ 1 96 深沢共愛ホーム

ズ 1 50 ふかさわ 7 30 そんぽの家　駒沢公園 1 19 水車の家 1 10 ケアハウス共愛

29 15 5 小規模多機能深沢

の杜 57 アリア深沢

49 【住】グランダ桜新町

91 チャームプレミア深沢

9 【住】サクラスタイルプラ

ス

96
ウェルケアガーデン深

沢

6 【住】サクラスタイル

ガーデン

小
計 3 125 0 0 4 39 4 116 63 25 2 53 30 14 9 180 0 0 5 59 4 266 2 206 0 0 35 2056 9 566 1 10

玉
川

奥
沢

等
々
力

上
野
毛

用
賀

二
子
玉
川

深
沢



介護施設等の整備状況（日常生活圏域別）　※令和元年7月16日現在
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所

定
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箇
所

定
員
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箇
所

定
員

名称
箇
所

登
録

通
所

宿
泊

名称
箇
所

登
録

通
所

宿
泊

名称
箇
所

定
員

名称
箇
所

定
員

名称
箇
所

定
員

名称
箇
所

定
員

名称
箇
所

定
員

名称
箇
所

定
員

名称
箇
所

定
員

名称
箇
所

定
員

名称
箇
所

定
員

名称

看護小規模多機能型
居宅介護

認知症高齢者
グループホーム

地域密着型
特別養護老人ホーム

高齢福祉課

総
合
支
所

日
常
生
活
圏
域

地域密着型サービス その他の施設等

定期巡回・随時対応型
訪問介護看護

夜間対応型
訪問介護

認知症対応型
通所介護

小規模多機能型
居宅介護

介護療養型
医療施設

有料老人ホーム
サービス付

高齢者向け住宅
都市型軽費
老人ホーム

ショートステイ
特別養護
老人ホーム

介護老人
保健施設

2 18 ちいさな手ふれ

あいの街世田谷 4 65 フェリオ成城 1 38 【特定】祖師谷ケアパー

クそよ風

18
花物語せたがや

西 56
メディカルホームくらら

小田急祖師谷

9 【住】セニア祖師谷

48 ソナーレ祖師ヶ谷大蔵

1 30 青藍会在宅医療支援セ

ンターハートハウス成城 1 22
青藍会在宅医療

支援センター

ハートハウス成

城

3 12 成城ケアセンター 1 29 ハートハウス成城 2 8 成城アルテンハ

イム 2 54 成城アルテンハ

イム 4 200 サクラビア成城 2 79 グランクレール成城 1 10 ケアハウス緑風

12
サロンデイ語らい

の家 20 エリザベート成城 100 エリザベート成城 43 グランダ成城の杜 30
小田急のサービス付き

高齢者向け住宅　レ

オーダ成城

7 ハートハウス成城

脳活性リハビリ 36
グランクレール成城ケ

アレジデンス

65 成城歐林邸

★ジャパンケア世田谷在

宅老人ホーム千歳船橋

サテライト
1 12 デイサービスセン

ターほのか千歳台 2 29 18 6
小規模多機能ホー

ムみんなんち 4 18 ももちゃん 2 10 第２有隣ホーム 3 99 有隣ホーム 8 47 ボンセジュール千歳船

橋 1 83 グレイプス世田谷千歳

台 2 20 ケアハウス世田谷

船橋

25 15 9 世田谷希望丘コラ

ボケアセンター 18 あかり 20
世田谷希望丘

ホーム 80 第２有隣ホーム 44 ニチイホーム千歳船橋 20 トラスト希望丘

18 ちとせ 110
世田谷希望丘

ホーム 86
SOMPOケアラヴィーレ

世田谷船橋

27 千歳台さくらそう 30 そんぽの家　経堂

48
ホームステーションらい

ふ千歳船橋

9 【住】シニアホームハル

ハウス

12 【住】オレンジホーム

107 サニーライフ世田谷

★ジャパンケア世田谷喜

多見サテライト 2 12 鎌田ケアセンター 1 29 15 5 優っくり小規模多機

能介護喜多見 9 18 いきいきの家二

子玉川 2 18 博水の郷 2 90 博水の郷 3 100 うなね杏霞苑 8 52 メディカルホームくらら

二子玉川 1 53 そんぽの家S　喜多見 2 20 ケアハウス宇奈根

12
優っくりデイサービ

ス喜多見 18
ひかり世田谷宇

奈根 10 喜多見ホーム 60 喜多見ホーム 120 ホスピア玉川 67
イリーゼ二子玉川ガー

デン 20
愛の家都市型軽

費老人ホーム世田

谷鎌田

18
優っくりグループ

ホーム喜多見 16
ホスピア喜多

見 81
SOMPOケアラヴィーレ

成城南

27
優っくりグループ

ホーム鎌田
102 そんぽの家　成城南

18
たのしい家宇奈

根 30 そんぽの家　砧南

18
喜多見グループ

ホームかつらの

木
40 グランダ二子玉川

18
花物語せたがや

南 39
ホームステーションらい

ふ成城野川緑道

9 ハイムガーデン

世田谷 54
SOMPOケアラヴィーレ

二子玉川

18
ツクイ世田谷宇

奈根グループ

ホーム

砧 1 3 共用デイ花みず木 3 18 マザアスホーム

だんらん世田谷 1 4 砧ホーム 1 60 砧ホーム 1 77 サンセール世

田谷大蔵 3 70 ヒルデモア世田谷岡本 1 20 ケアハウス世田谷

大蔵

18 花みず木 64
ニチイケアセンター世田

谷大蔵

18 砧茶の花 62
【住】グランダ岡本里安

邸

小
計 1 30 1 22 7 70 3 83 48 20 0 0 0 0 18 333 1 29 7 90 8 653 4 313 0 0 27 1566 5 283 6 110

砧

祖
師
谷

成
城

船
橋

喜
多
見



介護施設等の整備状況（日常生活圏域別）　※令和元年7月16日現在
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定
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所

定
員
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所

定
員
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箇
所

登
録

通
所
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泊

名称
箇
所

登
録

通
所

宿
泊

名称
箇
所

定
員

名称
箇
所

定
員

名称
箇
所

定
員

名称
箇
所

定
員

名称
箇
所

定
員

名称
箇
所

定
員

名称
箇
所

定
員

名称
箇
所

定
員

名称
箇
所

定
員

名称

看護小規模多機能型
居宅介護

認知症高齢者
グループホーム

地域密着型
特別養護老人ホーム

高齢福祉課

総
合
支
所

日
常
生
活
圏
域

地域密着型サービス その他の施設等

定期巡回・随時対応型
訪問介護看護

夜間対応型
訪問介護

認知症対応型
通所介護

小規模多機能型
居宅介護

介護療養型
医療施設

有料老人ホーム
サービス付

高齢者向け住宅
都市型軽費
老人ホーム

ショートステイ
特別養護
老人ホーム

介護老人
保健施設

1 12 デイ・ホーム上北

沢 1 29 18 9 小規模多機能つど

い八幡山 1 27 グループホーム

つどい「島田家」 1 29
寿満ホームかみきた

ざわ 2 20 上北沢ホーム 1 100 上北沢ホーム 2 52 リハビリホームグランダ

芦花公園 2 37 グランドマスト八幡山 1 20 夢のみずうみ村新

樹苑

6
夢のみずうみ村

新樹苑（基準該

当ショート）
66 ニチイホーム八幡山 40

【特定】ハーモニーライ

フ八幡山

3 8 デイ・ホーム芦花 3 18 かたらい 2 21 芦花ホーム 2 103 芦花ホーム 6 50 メディカルホームくらら

芦花公園 2 64 【特定】リハビリホーム

まどか上祖師谷

6 共用デイかたらい 18 せらび芦花公園 4 東京敬寿園 76 東京敬寿園 96 ゆうらいふ世田谷 36 グランドマスト成城北

12
デイホーム語らい

の家 27 成城さくらそう 35 ニチイホーム成城

34 ロングライフ成城

121
ツクイ・サンシャイン成

城

19 【住】サピエンス祖師谷

2 55 やさしい手　千歳烏山 2 12 デイ・ホーム千歳 1 29 15 8
パナソニックエイジフ

リーケアセンター世田谷

南烏山・小規模多機能
3 9 くつろぎ 4 2 久我山園 4 70 久我山園 1 60 ろうけんくがや

ま 4 60 フローレンスケア芦花

公園 6 41 そんぽの家S　烏山

4
パナソニックエイジフリー

ケアセンター世田谷南烏

山・定期巡回
3 デイホームくつろぎ 18

木下の介護　グ

ループホーム烏

山
12 千歳敬心苑 80 千歳敬心苑 56 芦花翠風邸 28

コーシャハイム千歳烏

山サービス付き高齢者

向け住宅9号棟

★ジャパンケア世田谷烏

山北サテライト 18
木下の介護　グ

ループホーム千

歳烏山
10 フォーライフ桃郷 60 フォーライフ桃郷 48

メディカルホームグラン

ダ千歳烏山 43
コーシャハイム千歳烏

山サービス付き高齢者

向け住宅10号棟

15
せたがや給田乃

杜 93
せたがや給田乃

杜 71
【住】ドレミハウス世田

谷 15
コーシャハイム千歳烏

山サービス付き高齢者

向け住宅11号棟

34 四季菜館

36
エイジフリーハウス南

烏山

小
計 2 59 0 0 6 53 2 58 33 17 0 0 0 0 7 135 1 29 8 90 7 582 1 60 0 0 12 708 10 374 1 20

宿
泊 85

宿
泊 14 92

70

22

※定期巡回・随時対応型訪問介護看護、夜間対応型訪問介護のうち★印があるものはサテライト事業所 介護付サ高住 4 217

※介護療養型医療施設は介護療養病床数を記載 1 38

※有料老人ホームのうち【住】の表示があるものは住宅型有料老人ホーム 1 64 まどか上祖師谷

※サービス付高齢者向け住宅のうち【特定】の表示があるものは特定施設入居者生活介護の指定を受けているもの。また、★印は整備中で未入居のもの。 1 75 グランクレール世田谷中町ケアレジデンス

※サービス付高齢者向け住宅「祖師谷ケアパークそよ風」はサ高住の戸数（30戸）と特定施設入居者生活介護の定員数（38人）が異なる。 1 40 ハーモニーライフ八幡山

【日常生活圏域の区域一覧】

池尻 太子堂 若林

上町 経堂 下馬

上馬

梅丘 代沢 新代田

北沢 松原 松沢

奥沢 九品仏 等々力

上野毛 用賀 二子玉川

深沢

祖師谷 成城 船橋

喜多見 砧

上北沢 上祖師谷 烏山

玉川地域

東玉川１～２丁目、奥沢１～３丁目 玉川田園調布１～２丁目、奥沢４～８丁目 玉堤１～２丁目、等々力１～８丁目、尾山台１～３丁目

上野毛１～４丁目、野毛１～３丁目、中町１～５丁目 上用賀１～６丁目、用賀１～４丁目、玉川台１～２丁目 玉川１～４丁目、瀬田１～５丁目

駒沢３～５丁目、駒沢公園、新町１～３丁目、桜新町１～２丁目、深沢１～８丁目

烏山 上北沢１～５丁目、八幡山１～３丁目 上祖師谷１～７丁目、粕谷１～４丁目 給田１～５丁目、南烏山１～６丁目、北烏山１～９丁目

砧地域
祖師谷１～６丁目、千歳台１～２丁目 成城１～９丁目 船橋１～７丁目、千歳台３～６丁目

喜多見１～９丁目、宇奈根1～３丁目、鎌田１～４丁目 岡本１～３丁目、大蔵１～６丁目、砧１～８丁目、砧公園

宮坂１～３丁目、桜丘１～５丁目、経堂１～５丁目 下馬１～６丁目、野沢１～４丁目

上馬１～５丁目、駒沢１～２丁目

北沢地域
代田１～３丁目、梅丘１～３丁目、豪徳寺１～２丁目 代沢１～５丁目、池尻4丁目（３３～３９番） 代田４～６丁目、羽根木１～２丁目、大原１～２丁目

北沢１～５丁目 松原１～６丁目 赤堤１～５丁目、桜上水１～５丁目

4 217
802

サ高住で特定施設入居者生活介護指定あり

祖師谷ケアパークそよ風

世田谷地域

池尻１～３丁目、池尻４丁目（１～３２番）、三宿１～２丁目 太子堂１～５丁目、三軒茶屋１丁目 若林１～５丁目、三軒茶屋２丁目

世田谷１～４丁目、桜１～３丁目、弦巻１～５丁目

97

5,369
28 1325

10 180
※うち介護付

4,567 ※うち介護付

※うち住宅型

322 21 1666 10 872 2

通
所

44 828 3 87 2330

53

307 13
登
録

通
所

2
登
録

204

364

総
計 8 400 2 322 29

烏
山

上
北
沢

上
祖
師
谷

烏
山



資料9

１．総人口及び年齢別人口の推移

・

・

（単位：人）

H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 全体
構成比 増減数 増減率

(A) (B) (B-A) (B/A-1)

887,994 896,057 903,613 912,095 100.0% 8,482 0.9%

312,554 318,545 324,883 331,377 36.3% 6,494 2.0%

178,426 180,550 182,266 183,429 20.1% 1,163 0.6%

65～74歳 88,921 88,237 87,928 86,528 9.5% -1,400 -1.6%

75～79歳 32,336 33,365 33,619 35,469 3.9% 1,850 5.5%

80～84歳 27,907 28,367 28,705 28,299 3.1% -406 -1.4%

85歳以上 29,262 30,581 32,014 33,133 3.6% 1,119 3.5%

20.1% 20.1% 20.2% 20.1%

出典:住民基本台帳

令 和 元 年８月６日

第６期

高齢福祉部介護保険課

第７期

 〔各表中の給付費及びパーセンテージは、四捨五入して表記しており、合計数値等が一致しない場合があります〕

区の総人口は、約912,000人と前年度比約8,500人(0.9%）増加し、高齢者人口は約183,000人と前
年度比約1,200人(0.6%）増となり、高齢化率は20.1%となった。

高齢者の年齢階層別人口では、前期高齢者である65歳～74歳が前年度より減少する一方、75
歳以上の後期高齢者が一層増加している。

平成３０年度介護保険事業の実施状況について

＜年度集計速報＞

前年比

各年度末の翌日4月1日現在。例えば平成30年度では、年度末の平成31年3月31日の直近となる平成31年4
月1日の人口。

   65歳以上

総人口

　 40～64歳

高齢化率

65～74歳 

75～79歳 

80～84歳 

85歳以上 

20.1% 20.1% 20.2% 20.1% 

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

120,000

140,000

160,000

180,000

200,000

H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 

高齢化率 （人） 
高齢者人口と高齢化率 

1



２．第１号被保険者数の推移

・

・

　　  （各年度末現在。単位：人）

H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 全体
構成比 増減数 増減率

（Ａ） （Ｂ） (B-A) (B/A-1)

179,512 181,652 183,267 184,415 100.0% 1,148 0.6%
前期高齢者
(65～74歳)

89,031 88,360 88,032 86,623 47.0% -1,409 -1.6%

後期高齢者
(75歳以上)

90,481 93,292 95,235 97,792 53.0% 2,557 2.7%

75～79歳 32,519 33,546 33,763 35,623 19.3% 1,860 5.5%

80～84歳 28,102 28,568 28,871 28,463 15.4% -408 -1.4%

85歳以上 29,860 31,178 32,601 33,706 18.3% 1,105 3.4%

※住所地特例適用者を含む。

(再掲)
前期・
後期別
内訳
(再掲)
後期

高齢者
内訳

第1号被保険者数は人口推移と同じく増加傾向にあり、前年度比約1,100人(0.6%）増の約184,000人と
なった。年齢階層別では、前期高齢者が前年度比約1,400人減（-1.6%)となる一方、後期高齢者は同
約2,600人(2.7%)増となり、中でも75歳～79歳は約1,900人(5.5%）増と増加率が大きい。

第1号被保険者の内、75歳以上の後期高齢者の割合（後期高齢者率）は、区は53.0%であり、都
52.1%、全国50.9%に比べて後期高齢者の割合が大きい。近年この傾向は続いている。

1号被保険者数

第６期

前年比

第７期

各年度末現在。 

前期高齢者 

(65～74歳) 

75～79歳 

80～84歳 

85歳以上 
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（人） 第1号被保険者数の推移 

50.4% 

51.4% 
52.0% 

53.0% 

48.3% 

49.5% 
50.7% 

52.1% 

48.3% 
49.1% 

50.0% 

50.9% 

45%

50%

55%

H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 

第1号被保険者に占める75歳以上の割合(後期高齢者率）の推移（区・都・全国） 

世田谷区 
東京都 
全国 
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３．要介護・要支援認定状況

（１）年齢階層別認定者数の推移
・

・

（各年度末現在。単位：人）

H27年度 H28年度 H29年度 H30年度
増減数 増減率

(A) (B) (B-A) (B/A-1)

37,659 38,037 39,058 39,511 100.0% 453 1.2% －

36,924 37,313 38,341 38,756 98.1% 415 1.1% 21.0%

65～74歳 3,859 3,790 3,881 3,759 9.5% -122 -3.1% 4.3%

75～79歳 4,670 4,534 4,524 4,663 11.8% 139 3.1% 13.1%

80～84歳 8,854 8,782 8,748 8,499 21.5% -249 -2.8% 29.9%

85歳以上 19,541 20,207 21,188 21,835 55.3% 647 3.1% 64.8%

735 724 717 755 1.9% 38 5.3% 0.2%

※第2号被保険者の認定率は、被保険者数に40～64歳人口（外国人含む）を用いて算出。

第2号(40～64歳)

第1号(65歳以上)

総認定者数

前年比
全体

構成比

認定者数は、前年度比約500人(1.2%)増の約39,500人となった。年齢階層別では、65～74歳で前年度
より約100人（3.1%）の減少となる一方、85歳以上で同約600人(3.1%)増となり、より高年齢層での認定
者が増加している。

第1号被保険者の認定率は、21.0%（前年度比+0.1）と微増している。東京都の認定率は19.1%（前年度
比+0.4）、全国の認定率は18.3%（前年度比+0.3）となっている。

年齢階層
別認定率

※

第６期 第７期

２号 

65～74歳 

75～79歳 

80～84歳 

85歳以上 
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年齢階層別認定者数推移 

20.6% 20.5% 
20.9% 21.0% 

18.1% 18.2% 
18.7% 

19.1% 

17.9% 18.0% 18.0% 
18.3% 

16.0%

17.0%

18.0%

19.0%

20.0%

21.0%

22.0%

H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 

第1号被保険者認定率の推移 

世田谷区 

東京都 

全国 
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（２）要介護度別認定者数の推移
・

（各年度末現在。第2号被保険者含む。単位：人）

H27年度 H28年度 H29年度 H30年度
増減数 増減率

(A) (B) (B-A) (B/A-1)
37,659 38,037 39,058 39,511 100.0% 453 1.2%

要支援1 5,113 4,882 5,316 5,075 12.8% -241 -4.5%
要支援2 4,604 4,541 4,935 5,351 13.5% 416 8.4%
要介護1 7,459 7,693 7,811 7,341 18.6% -470 -6.0%
要介護2 6,682 6,775 6,768 7,462 18.9% 694 10.3%
要介護3 4,966 5,189 5,296 5,231 13.2% -65 -1.2%
要介護4 4,621 4,788 4,819 4,912 12.4% 93 1.9%
要介護5 4,214 4,169 4,113 4,139 10.5% 26 0.6%

－ 539 810 767
※事業対象者は、要介護（支援）認定のない者の人数。事業対象者で認定を受けている者は、認定者として計上。
事業対象者

要介護1が前年度比約500人（6.0%）減、要支援1が同200人（4.5%）減となる一方、要介護2が同約700人
(10.3%)増、要支援2が同約400人（8.4%）増となっており、要介護度別認定者数全体の伸びは約500人（1.2%）
増となった。

全体
構成比

第７期

総認定者数
要
介
護
度
別
内
訳

第６期

前年比

要支援１ 

要支援２ 

要介護１ 

要介護２ 

要介護３ 

要介護４ 

要介護５ 
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認定者数の推移（介護度別合計） 
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要介護４ 

要介護５ 
4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 

（人） 介護度別認定者数の推移 

14.1% 

15.5% 

12.8% 

14.1% 

13.0% 

13.5% 

20.1% 

20.1% 

18.6% 

17.3% 

16.9% 

18.9% 

13.2% 

12.6% 

13.2% 

12.2% 

12.0% 

12.4% 

9.1% 

9.8% 

10.5% 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全国 

東京都 

世田谷区 

平成３０年度 要介護度別認定者構成比の比較【区・都・全国】（左から要支援１） 

要支援１ 要支援２ 要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５ 
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４．介護保険給付費の財源構成

５．介護保険サービス給付費の推移

※国の調整交付金：５％相当分が各区市町村間における高齢者の年齢構成や所得分布に応じて交付される
　(平成３０年度の交付率は3.73％）。

・ 平成１２年度に比べ、給付費の総額は約３.３倍になっている。
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６．給付実績の推移

・

・

・

(介護予防を含む。単位:千円）
第６期

H27年度 H28年度 H29年度
（Ａ）

H30年度
（Ｂ）

全体
構成比

前年比
増減率
(B/A-1)

1訪問介護 7,467,215 7,335,621 7,366,916 7,190,175 13.3% -2.4%

2訪問入浴介護 534,814 489,881 494,006 484,473 0.9% -1.9%

3訪問看護 2,424,330 2,730,637 3,000,916 3,169,654 5.9% 5.6%

4訪問リハビリテーション 227,188 251,419 300,763 330,324 0.6% 9.8%

5居宅療養管理指導 1,249,119 1,345,166 1,465,187 1,562,554 2.9% 6.6%

6通所介護 8,506,936 5,735,937 5,355,049 5,407,615 10.0% 1.0%

7通所リハビリテーション 752,761 772,881 775,979 746,073 1.4% -3.9%

8短期入所生活介護 969,937 1,001,752 1,047,559 977,555 1.8% -6.7%

9短期入所療養介護 135,132 143,493 149,139 127,874 0.2% -14.3%

10特定施設入居者生活介護 8,622,189 8,647,703 9,242,935 9,527,241 17.6% 3.1%

11福祉用具貸与 1,785,627 1,877,242 1,995,447 2,029,988 3.8% 1.7%

12福祉用具購入費 92,683 91,230 88,871 82,211 0.2% -7.5%

13住宅改修 269,909 237,065 226,209 201,114 0.4% -11.1%

14居宅介護支援・介護予防支援 3,161,061 3,202,893 3,231,583 3,337,894 6.2% 3.3%

合計 36,198,901 33,862,920 34,740,558 35,174,744 65.1% 1.2%

15定期巡回・随時対応型訪問介護看護 307,238 294,305 281,049 404,977 0.8% 44.1%

16夜間対応型訪問介護 65,958 56,886 53,370 58,257 0.1% 9.2%

17地域密着型通所介護 － 2,552,814 2,878,843 2,866,472 5.3% -0.4%

18認知症対応型通所介護 641,808 654,795 620,797 589,100 1.1% -5.1%

19小規模多機能型居宅介護 406,674 454,397 538,013 624,707 1.2% 16.1%

20認知症対応型共同生活介護 2,269,518 2,367,237 2,506,738 2,519,549 4.7% 0.5%

21地域密着型特定施設入居者生活介護 0 0 0 0 0.0% －

22地域密着型介護老人福祉施設入所者生活介護 6,917 6,427 50,075 249,759 0.5% 398.8%

23看護小規模多機能型居宅介護 511 3,986 71,248 121,973 0.2% 71.2%

合計 3,698,624 6,390,847 7,000,135 7,434,795 13.8% 6.2%

24介護老人福祉施設 6,519,719 6,538,572 6,635,803 6,748,809 12.5% 1.7%

25介護老人保健施設 3,904,675 3,879,277 3,748,423 3,588,630 6.6% -4.3%

26介護療養型医療施設 1,476,946 1,349,084 1,180,040 1,038,657 1.9% -12.0%

27介護医療院 － － － 8,862 0.0% －

合計 11,901,339 11,766,933 11,564,266 11,384,958 21.1% -1.6%

51,798,864 52,020,700 53,304,959 53,994,498 100.0% 1.3%

53,754,699 55,007,300 57,583,853 59,989,217

-1,955,835 -2,986,601 -4,278,894 -5,994,719

-3.6% -5.4% -7.4% -10.0%

※介護保険事業状況報告（平成30年度速報値）より作成。（東日本大震災による臨時特例補助金分を含む）

（別掲）介護予防・日常生活支援総合事業 H28年度 H29年度 H30年度 （単位:千円）

256,900 535,158 521,118

402,544 771,473 798,145

112,307 204,440 203,968

平成30年度の介護サービス給付費実績は、前年度比1.3%増の約540億円となった。

地域密着型介護老人福祉施設入所者生活介護が前年比＋398.8％となっている主な理由は、平成29年度末
及び平成30年度に地域密着型特別養護老人ホームが開設したことによる。

サービス別の給付費で大きなものは、特定施設入居者生活介護(95億3千万円、全体構成比17.6%）、訪問介
護（71億9千万円、同13.3%）、介護老人福祉施設（67億5千万円、同12.5%）、通所介護（54億1千万円、同
10.0%）であり、全体の過半数を占めている。

第７期

※訪問介護及び通所介護のうち介護予防サービスは、平成28年4月より総合事業の訪問型サービス及び通所型サービ
スに移行。

居
宅
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ー
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総給付費　実績値

総給付費　計画値

対計画値比　乖離額

対計画値比　乖離率

総合事業訪問型サービス

総合事業通所型サービス

介護予防ケアマネジメント費
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７．高額介護サービス費の状況

（98.4%）

特別徴収分 （100.0%）

普通徴収分 （87.4%）

（16.2%）

（96.0%）

９．平成３０年度事故報告の状況

H29年度 H29年度

972 277

227 63

101 33

79 52

46 20

21 17

60 28

9 6

3 3

5 3

5 4

3 3

2 2

1 1

0 0

0 0

2 2

1 1

1 1

7 6

1,545 522

※主な事故内容は、骨折35％、打撲17％、誤与薬・与薬漏れ16％、損傷等12％

宿泊サービス（介護保険外） 12 11

合　　計 1,632 535 79,296

※各サービス種別には、介護予防、介護予防・日常生活支援総合事業を含む。

介護療養型医療施設

31

52

20

96

73

43

2

9

訪問リハビリテーション

福祉用具貸与

H30年度

126,643

1,750,158,933

年度

件数

給付費　　（単位：円）

H28年度 H29年度

123,303 125,450

1,512,815,953 1,542,473,269

0

234

223

615

116

800

13,860

0

0

2

2

1

0

夜間対応型訪問介護

4,269

2,115

798

13,836

1

0

6

2

5

2

2

2

19

26

5

4

297

50

174

250

19,760

5,998

1,029

1,037

12,440

431

41

42

5

8

9

訪問入浴介護

短期入所療養介護（介護老人保健施設）

1,3112

定期巡回・随時対応型訪問介護看護

小規模多機能型居宅介護

居宅介護支援

訪問看護

1,070

215

0

通所リハビリテーション

短期入所生活介護

介護老人保健施設

訪問介護

認知症対応型通所介護

特定施設入居者生活介護

介護老人福祉施設

認知症対応型共同生活介護

通所介護・地域密着型通所介護

サービス種別
事故報告件数 事故報告事業所数 ＜参考＞

H31年1月利用者数H30年度 H30年度

14,526,845,275

2,087,724,618

439,495,878

17,054,065,771

滞　納　繰　越　分

合　　計

100.0%

89.1%

16.7%

96.5%

※令和元年５月到着分までの集計

※平成30年度より還付加算金の支払い及び延滞金の徴収を開始した。

※介護予防、介護予防・日常生活支援総合事業を含む。

※平成30年度末の第1号被保険者の認定者38,756人の内、自己負担割合が2割の者は3,328人
（8.6%）、3割の者は5,502人（14.2%）。

16,387,352,240

14,526,845,275

1,860,506,965

73,267,515

16,460,619,755

８．平成３０年度介護保険料の収納状況 　　　　　　　　　　　　　　単位:円

区　　分 年間調定額 収納額

98.6%

収納率　（　）内は29年度

16,614,569,893現　年　度　分
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10．介護事業者への指導・監査 実施状況 

・ 平成２８年度から平成３０年度における実地指導の実施件数は以下のとおりである。 

・ 指定地域密着型サービス等は区が主体となって実地指導を行い、居宅サービス等は東京都が主体

となって実地指導を行っている。 

・ 平成３０年度から指定居宅介護支援の指定権限が東京都から区市町村に移譲されたことから、区

が主体となって実地指導を行うこととしている。 

・ 実地指導においては、主に、人員の配置等に関すること、サービス計画の作成や秘密の保持など

の運営に関すること、給付費の算定および取り扱いに関すること等について確認を行った。改善が

必要な事業者については改善報告書を受領し、適切に改善が行われていることを確認した。 

・ このほか、複数の事業所を対象に講習等の方法によって行う集団指導を、各年度に２回実施し、平

成３０年度においては、介護保険制度改正に関することのほか、労務管理及び労働安全衛生、高齢

者虐待防止の取組み等についても周知を図った。 

・ 監査は、重大な不正等が疑われる事案が発生した際に実施するが、平成２３年度以降該当する事

例は発生していない。 

 

サービス種別ごとの実地指導の実績 

指

定

権

限 

サービス種別 

H28 年度 H29 年度 H30 年度 

事業所数 

（H28.4） 
実績 

事業所数 

（H29.4） 
実績 

事業所数 

（H30.4） 
実績 

世
田
谷
区 

指定地域密着型サービス 233 59 229 51 227 49 

定期巡回・随時対応型訪問介護看護 5 1 6 2 6 2 

夜間対応型訪問介護 2 0 1 0 1 1 

地域密着型通所介護 152 30 144 23 135 23 

認知症対応型通所介護 27 12 26 4 26 9 

小規模多機能型居宅介護 8 3 10 4 13 3 

認知症対応型共同生活介護 39 13 42 16 42 9 

地域密着型介護老人福祉施設入所者 

生活介護 

－ - － － 2 1 

看護小規模多機能型居宅介護 － － － － 2 1 

指定居宅介護支援 ※１ － － － － 267 22 

指定介護予防支援 27 5 27 0 27 0 

基準該当サービス 1 0 1 1 1 0 

東
京
都 

区
が
実
地
指
導
を
行
っ
た
サ
ー
ビ
ス 

種
別
を
掲
載 

指定居宅介護支援 ※１ 236 5 249 13 - － 

指定居宅サービス 343 13 347 8 352 7 

訪問介護 237 4 238 3 240 3 

通所介護 86 6 89 2 90 2 

短期入所生活介護 20 3 20 3 22 2 

施設サービス 21 6 21 5 21 4 

介護老人保健施設 9 3 9 2 9 2 

介護老人福祉施設 ※２ 12 3 12 3 12 2 

合 計 861 88 874 78 894 82 

 ※１ 指定居宅介護支援は、平成３０年度から指定権限が都から区市町村へ移譲されている。 

※２ 介護老人福祉施設は、世田谷区長が所管庁である社会福祉法人が運営する施設数を掲載。 
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追加資料 

令和元年８月６日 

高 齢 福 祉 部 

 

医療と介護の連携と在宅看取り等に関する調査結果について（報 告） 

 

１ 調査目的 

医療と介護の連携と在宅看取りに関する現状を把握し、今後の施策を検討するため調

査を実施した。その結果について報告する。 

 

２ 調査概要 

（１）調査日程 

平成31年２月８日～22日 

（２）調査方法 

調査・回答ともＦＡＸによる。 

（３）調査対象及び回収 

①居宅介護支援事業所：267か所中163事業所（61.0％） 

②介護予防支援事業所（あんしんすこやかセンター）：27か所中26事業所 

 

３ 調査結果 

（１）居宅介護支援事業所の状況 

・回答のあった163事業所のうち、134事業所（82.2％）は併設サービスがあり、併設

サービスのうち、訪問介護は85事業所（63.4％）、通所介護は36事業所（26.9％）、

訪問看護は28事業所（20.9％）となっている。 

 

・介護支援専門員数の回答があったのは161事業所で全体の合計は494人、１人の事

業所は41事業所（25.5％）、２人の事業所は39事業所（24.2％）で合わせて80事

業所（49.7％）となっており、３～５人の事業所62事業所（38.5％）、６人以上の

事業所は19事業所（11.8％）となっている。 

・利用者10,840人のうち医療系の利用者は、訪問看護3,269人(30.2％)、訪問診療2,245

人(20.7％)、訪問リハビリ990人（9.1％）となっている。 

・平成30年１月から12月に事業所が担当していた利用者の死亡は1,102人（10.2％)、

そのうち854人の詳細な情報を得た。 
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１）死亡者854人の状況 ※一部未回答、不明あり 

①性別（n=849）：男性423人(49.8％)、女性426人（50.2％)で性別による差はない。 

 

②年齢（n=842）：介護保険の要介護認定率が増加する80歳以上は619人（73.5％）、

90歳以上は283人（33.6％）と３割を占めている。 

死亡者全体では性別による差はないが、年齢別では65～79歳では男性の死亡割合

が高く、90歳以上は女性の死亡割合が高い。 

  

 

③介護度（n=845）：要介護３以上は全体で568人（67.2％）、男性は266人（64.3％）、

女性は289人（69.3％）と女性の割合が少し高い。 

 
 

④担当期間（n=854）：１年以上が480人（56.2％）だが、短期間でのサービス調整を

要すると思われる６か月未満も256人（30.0％）となっている。 
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⑤介護度別の担当期間：１年以上は要介護５では162人（67.2％）と多く、要介護４

は96人（57.8％）、要介護３は77人（49.7％）、要介護２は82人（48.8％）となっ

ている。一方、６か月未満は要支援１～要介護４は３割前後で、要介護５は57人

（23.7％）となっている。 

 

 

⑥疾病別の担当期間：１年以上では、呼吸器は64人（56.1％）、認知症は126人（76.4％）、

癌は112人（33.0％）、６か月未満では、呼吸器28人（24.6％）、認知症17人（10.3％）、

癌176人（51.9％）と認知症の担当期間は長く、癌の担当期間は短い。 

 

 

⑦世帯構成（n=772）：高齢者以外が含まれるその他世帯が356人（46.1％）、生活全般

の支援を要する割合が高くなる単身・高齢者のみ世帯が416人（53.9％）となって

いる。介護度が高くなるにつれ単身が減少し、要介護５では47人（20.4％）、その

他世帯は119人（51.7％）と増加する。 
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⑧死亡場所（n=854）：病院（入院後７日以内）380人（44.5％）より、自宅・親族宅が

445人（52.1）と自宅・親族宅での死亡が病院での死亡より多い。 

 

⑨年齢と死亡場所：80～89歳は自宅・親族宅が154人（49.4％）で、病院165人（52.9％）

より少なく、90歳以上は自宅・親族宅が152人（55.5％）で、病院117人（42.7％）

より多い。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑩介護度と死亡場所：要介護２～４は自宅・親族宅での死亡が４割弱程度で、要介護

５では自宅・親族宅での死亡が６割を超えている。 
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要支援１・２ 要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５

⑪主な疾病（複数回答）：癌341人（40.2％）、心疾患203人（23.9％）、認知症166人

（19.6％）、呼吸器疾患115人（13.5％）の順で、癌の死亡者が多い。認知症では要

介護３以上の割合が77.4％で、要介護５も43.3％と高い。心疾患は要介護３以上が

59.9％、癌は66.0％、また、癌は要介護２以上の割合がほぼ同じとなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑫在宅での医療（複数回答）：訪問診療558人（65.7％）、訪問看護563人（66.3％）と

なっている。そのうち448人（52.8％）は訪問診療と訪問看護の両方となっている。 

⑬医療的ケア（複数回答）：在宅酸素180人（21.2％）、点滴120人（14.1％）が高い。

在宅酸素と点滴の両方は40人（4.7％）となっている。 

⑭福祉サービス（複数回答）：何らかの福祉用具を利用している方は725人（85.4％）

と高く、次いで訪問介護457人（58.3％）、通所介護227人（26.7％）の順となって

いる。 

⑮在宅看取りの意向：本人の意向（n=839）では、ありは341人（40.6％）、認知症等

で意向確認できない場合もあり、不明が353人（42.1％）。家族の意向（n=829）で

は、ありは438人（52.8％）となっている。本人と家族の意向（n=839）の不一致は

269人（32.1％）で、自由意見にもあるが、不一致の場合は調整に苦慮するという。 

 

２）本人が在宅看取りを希望している方の状況 ※一部未回答、不明あり 

①性別（n=336）：男性184人（54.8％）、女性152人（45.7％）で男性の方が多く、全

体の性別による割合(男性49.8％ 女性50.2％)と比べても男性の方が高い。 

②年齢（n=330）：80歳以上が226人（68.5％）と全体（73.5％）に比べて低い。 

③介護度（n=331）：要介護３以上が259人（78.2％）と全体（67.2％）に比べて高い。 

④担当期間（n=338）：１年以上が163人（48.2％）と全体（56.2％）に比べて低い。 

⑤世帯構成（n=301）：単身・高齢者のみ世帯は165人（54.8％）と全体（53.9％）と

の差はない。 

⑥死亡場所（n=335）：自宅・親族宅が252人（75.2％）と全体（52.0％）に比べてか

なり高い。 

 

３）癌患者の状況 ※一部未回答、不明あり 

①性別（n=336）：男性193人（57.4％）、女性143人（42.6％）と男性の割合が高い。 

②年齢（n=334）：80歳以上が182人（54.5％）と全体（73.5％）に比べて低い。 

③介護度（n=336）：要介護２以上から割合が増加し、要介護３以上が221人と65.8％

を占める。 
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④担当期間（n=339）：６か月未満が176人（51.9％）と全体（30.0％）に比べて高い。 

⑤世帯構成（n=289）：単身が55人（19.0％）、高齢者のみ世帯が105人（36.3％）、そ

の他が129人（44.6％）と全体との差はない。 

⑥死亡場所（n=338）：自宅・親族宅が184人（54.4％）、サ高住・有料ホームが６人（1.8％）、

病院が146人（43.2％）と全体との差はない。 

 

（２）介護予防支援事業所の状況  

・あんしんすこやかセンターでは、地域包括支援センター業務を含め、介護予防ケア

マネジメントを行っている。担当者は26事業所で161人。１事業所あたり平均6.2

人の介護支援専門員等がおり、平均163.6人のプランを作成している。 

・要支援が中心のため、医療系とのかかわりの割合は少ない。 

・平成30年１月から12月にあんしんすこやかセンターが担当していた利用者4,235

人のうち死亡は47人（1.1％)そのうち38人の詳細な情報を得た。 

 

１）死亡者38人の状況 ※一部未回答、不明あり 

①性別（n=38）：男性18人（47.4％）、女性20人（52.6％）と差はない。（１）との差

はない。 

②年齢（n=38）：80歳以上が28人（73.7％）を占める。（１）との差はない。 

③介護度（n=37）：要支援１・２が中心だが、死亡時に８人（21.6％）が要介護となっ

ている。 

④担当期間（n=37）：１年以上が19人（51.4％）、６ヶ月未満が12人（32.4％）を占

め、（１）との差はない。 

⑤世帯構成（n=34）：単身・高齢者のみ世帯が22人（64.7％）で（１）に比べてその

割合が高い。 

⑥死亡場所（n=38）：自宅・親族宅が19人（50.0％）、サ高住・有料ホームが18人（47.4％）

と（１）と比べ病院の割合が低く、有料等の割合が高い。 

⑦疾病（複数回答）：骨・関節疾患、呼吸器疾患、心疾患の割合が高い。（１）と比べ癌

が少ない。 

⑧在宅での医療（複数回答）：利用割合は低いが、訪問看護は34.2％と高い。 

⑨医療的ケア（複数回答）：利用割合は低いが、ストマ管理、痰吸引、褥瘡、点滴、尿

道カテーテルなどのケアを必要とする人が23.7～28.5％でいる。 

⑩福祉サービス（複数回答）：訪問介護40.5％、通所介護31.6％の利用がある。 

⑪在宅看取りの意向：本人・家族とも意向が不明の割合が高く、本人・家族の意向も

不明で一致している割合が高い。（１）と比べて不明の割合が高い。 

 

（３）自由記載 

１）在宅看取り 

・最期は家族の負担が大きく心配だった。夜、泊まりの看護師や、日中３～５時間ヘ

ルパー派遣が、公的にできれば家族が眠る時間ができる。 

・医療保険の訪問看護との調整が大変。 

・自己実現、人格尊重、利用者・家族の意向中心、医療費・介護費抑制等、相談の方

向性の調整を現場だけに求める今の状況は現場が疲弊する。社会的支援（税金投入）

の制度なので、はっきりした国や保険者の方向性も欲しい。 
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・在宅で看取りたくても、経済的理由でサービスが使えない世帯もある現実を知って

欲しい。 

・独居で癌の方、在宅での看取りでの注意事項など知りたい。 

・退院調整に何度も病院へ足を運び、サービス導入のコーディネートに手間取るが在

宅に戻れない、数日で終了、医療のみで介護が発生しない場合が多い。 

・ターミナルは逝去後に認定結果が出ることが多く、家族と連絡が取りにくく、請求

や支払いがスムーズにできないことがある。 

・独居の方の自宅での看取りは難しくターミナルと緩和病棟を選ぶ人が多い。 

・在宅看取りが増加し訪問診療を希望する人が増えている。訪問看護、主治医、訪問

介護とチームケアが多くなり皆頑張っている。 

・末期がんは急に悪化するので、区分変更の時期が難しい。末期に対してはフレキシ

ブルに対応できる特例が欲しい。 

・在宅で看取るためには本人・家族の相当な意思が必要。いつでも入院できる医療機

関があれば安心して在宅看取りができる。 

・在宅看取りは本人・家族の意向が違う場合があり、支援チームは状況に合わせた迅

速な対応が求められる。 

 

２）医療と介護の連携 

・カナミックなど医療と介護の多職種連携、情報共有できるシステムの導入により支

援者が最大限支援できる連携体制の構築を望む。 

・在宅看取りのためには、日ごろから医師、看護師との連携が必要 

・各地区のあんしんすこやかセンターが中心に医療と介護の連携の会議を進めている

が、医療側の参加が少ない。 

・大病院の主治医の場合、連携が一方通行になることが多い。主治医の意見書や診療

情報提供書が遅くなりサービス開始時期が遅れてしまう。 

・連携がスムーズにいくように、日々の連絡ノートを作って記入しあうことが大切。 

・入退院を繰り返し、近医の往診診療と居宅療養管理指導の引継ぎが難しかった。 

・病院より急に退院の話があり、調整に困ることが多い。 

・お互いの制度の理解が必要 

・生活保護の方、低所得の方の通院同行をケアマネがボランティアで行う場合があり、

対策が必要と思う。入院先病院からケアマネに支援を求められ困る。 

・地区連携医に相談し、同行受診により関係づくりをすることを助言された。 

・情報共有ができずに困る。同時に複数の関係者が情報伝達できるツールの利用を進

めていきたい。 

・居宅の状況（狭い、汚い）により、家族の介入拒否があり訪問の医療、介護ができ

ないことがある。 

・ケアマネタイムや医療と介護の連携シートなど世田谷区独自のツールがあるが受け

取る病院側（医師、医事課、医療連携室）が認識していないことが多い。 

・ＦＡＸ不可や郵送のみなど、通院同行以外に連携を取りにくいのが大学病院、総合  

病院である。報酬上も主治医の連携強化が言われているので、保険者から医療機関

に向け周知して欲しい。 

 



 

 

医療と介護の連携及び在宅看取りに関する調査【回答票】 

 

 

                                       

  

 

 

該当箇所の□に✔あるいは○をつけるか、自由記載欄に記載してください。 

質問１ 併設事業の有無（有の時は該当番号に〇をつけてください。） 

  □有 ⇒１.通所介護２.訪問看護３.訪問介護４.訪問リハ5.通所リハ６.福祉用具貸与販売 

７.住宅改修８.短期入所９.特養10.老健11.サ高住12．その他（         ） 

□無  

 

質問２  12月１日現在 事業所の介護支援専門員数：       人 （非常勤も1人とする） 

 

質問３  12月１日現在 世田谷区民の利用者数   ：       人 

 

質問４  12月１日現在 世田谷区の在宅医療の利用者数（わかる範囲で記載してください。） 

 

  

 

 

質問５ 平成30年1月～12月に亡くなった世田谷区民の人数：         人 

 

質問６ 平成30年1月～12月に亡くなった方の状況：わかる範囲で記入してください。 

    用紙は３人分ですが、不足する場合はコピーして記入してください。【記入    人分】 

【NO   】＊死亡場所「病院」は入院後７日以内の死亡を含みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜提出先＞※番号をお間違えにならないよう、ご注意ください。 

世田谷区高齢福祉部あて ＦＡＸ：５４３２－３０８５  
   

訪問診療      人 訪問看護（医療含） 人 訪問リハビリ 人 
訪問歯科診療 人 訪問薬剤指導 人 その他（          ） 
 

２月22日〆 

性別 □男 □女   死亡時年齢 □64歳以下□65～74歳□75～79歳□80～84歳□85～89歳□90歳～ 

死亡時介護度 □要支援１・２ □要介護１ □要介護２ □要介護３ □要介護４ □要介護５ 
担当期間 □6ヶ月未満 □6ヶ月～1年未満 □1年以上 世帯構成 □単身 □高のみ □その他 
死亡場所 □自宅・親族宅 □サ高住・有料 □病院 □その他（             ） 
主な疾病 
（複数回答） 

□癌 □高血圧 □脳血管疾患 □心疾患 □糖尿病 □骨・関節疾患 □認知症 
□呼吸器疾患 □パーキンソン病 □腎臓疾患 □その他（           ） 

在宅での医療 
（複数回答） 

□訪問診療 □訪問看護 □訪問リハビリ □訪問歯科診療 □訪問薬剤指導 
□訪問栄養指導 □その他（                   ） 

医療的ケア 
（複数回答） 

□在宅酸素 □人工呼吸器 □腹膜透析 □血液透析 □胃ろう・腸ろう □点滴 
□インスリン注射 □尿道カテーテル □痰吸引 □褥そう □ストマ管理 
□その他（                    ） 

利用サービス 
（複数回答） 

□訪問介護 □訪問入浴 □通所介護 □短期入所 □福祉用具（・ベッド ・車椅子 
・褥そう防止マット ・シャワーチェア ・ポータブルトイレ・他） □住宅改修 

在宅看取りの意向 【本人】 □あり □なし □不明 【家族】 □あり □なし □不明  
 
 

事業所名  事業所番号  

回 答 者  電話番号  

参 考 



 

 

【NO   】＊死亡場所「病院」は入院後７日以内の死亡を含みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【NO   】＊死亡場所「病院」は入院後７日以内の死亡を含みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

質問７ 医療と介護の連携における課題について、ご意見などあれば記入してください。 

 

 

性別 □男 □女   死亡時年齢 □64歳以下□65～74歳□75～79歳□80～84歳□85～89歳□90歳～ 

死亡時介護度 □要支援１・２ □要介護１ □要介護２ □要介護３ □要介護４ □要介護５ 
担当期間 □6ヶ月未満 □6ヶ月～1年未満 □1年以上 世帯構成 □単身 □高のみ □その他 
死亡場所 □自宅・親族宅 □サ高住・有料 □病院 □その他（             ） 
主な疾病 
（複数回答） 

□癌 □高血圧 □脳血管疾患 □心疾患 □糖尿病 □骨・関節疾患 □認知症 
□呼吸器疾患 □パーキンソン病 □腎臓疾患 □その他（           ） 

在宅での医療 
（複数回答） 

□訪問診療 □訪問看護 □訪問リハビリ □訪問歯科診療 □訪問薬剤指導 
□訪問栄養指導 □その他（                   ） 

医療的ケア 
（複数回答） 

□在宅酸素 □人工呼吸器 □腹膜透析 □血液透析 □胃ろう・腸ろう □点滴 
□インスリン注射 □尿道カテーテル □痰吸引 □褥そう □ストマ管理 
□その他（                    ） 

利用サービス

（複数回答） 
□訪問介護 □訪問入浴 □通所介護 □短期入所 □福祉用具（・ベッド ・車椅子 
・褥そう防止マット ・シャワーチェア ・ポータブルトイレ・他） □住宅改修 

在宅看取りの意向 【本人】 □あり □なし □不明 【家族】 □あり □なし □不明  

性別 □男 □女   死亡時年齢 □64歳以下□65～74歳□75～79歳□80～84歳□85～89歳□90歳～ 

死亡時介護度 □要支援１・２ □要介護１ □要介護２ □要介護３ □要介護４ □要介護５ 
担当期間 □6ヶ月未満 □6ヶ月～1年未満 □1年以上 世帯構成 □単身 □高のみ □その他 
死亡場所 □自宅・親族宅 □サ高住・有料 □病院 □その他（             ） 
主な疾病 
（複数回答） 

□癌 □高血圧 □脳血管疾患 □心疾患 □糖尿病 □骨・関節疾患 □認知症 
□呼吸器疾患 □パーキンソン病 □腎臓疾患 □その他（           ） 

在宅での医療 
（複数回答） 

□訪問診療 □訪問看護 □訪問リハビリ □訪問歯科診療 □訪問薬剤指導 
□訪問栄養指導 □その他（                   ） 

医療的ケア 
（複数回答） 

□在宅酸素 □人工呼吸器 □腹膜透析 □血液透析 □胃ろう・腸ろう □点滴 
□インスリン注射 □尿道カテーテル □痰吸引 □褥そう □ストマ管理 
□その他（                    ） 

利用サービス 
（複数回答） 

□訪問介護 □訪問入浴 □通所介護 □短期入所 □福祉用具（・ベッド ・車椅子 
・褥そう防止マット ・シャワーチェア ・ポータブルトイレ・他） □住宅改修 

在宅看取りの意向 【本人】 □あり □なし □不明 【家族】 □あり □なし □不明  
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 資料１0  

 

 

    平成３１年 ８月 ６日 

保   健   福   祉   部 

高   齢   福   祉   部 

 

 

地区における在宅医療・介護連携の推進について 

 

１．経緯 

少子高齢化が進む中、今後ますます増大する医療・介護需要に応え、医療や介護を

必要とする高齢者が住み慣れた地域で自分らしい暮らしを続けることができる社会

の実現に向け、区では多職種が参加する医療連携推進協議会で区の医療・介護提供体

制のあるべき姿や進め方の全体像を協議・共有しながら、「在宅医療・介護連携推進

事業」に取り組んでいる。その一環として、あんしんすこやかセンターの在宅療養相

談窓口で在宅サービスの調整や入退院支援を行なうとともに、地区連携医事業を通じ

て医療職と介護職のネットワークづくり、在宅医療の区民への普及・啓発を図ってい

る。 

 

２．在宅療養相談窓口の実施状況（平成３０年度） 

在宅療養相談窓口では、在宅での療養生活を支える医療機関を案内するとともに、

在宅療養や入退院に関する区民や医療・介護関係者からの相談を受けている。 

 

 （１）相談者数（重複なし・実人数）      ５，７９３人 

    

（２）相談件数（人物重複あり・件数重複なし）         

在宅療養に関する相談 ６，５５８件 

入院・入所・転院相談 ２，４３０件 

その他 ２，１０４件 

計 １１，０９２件 

 

（３）対応の内訳（人物重複あり・件数重複なし・上記件数の「その他」を除く）   

情報提供 ５，５８８件 

傾聴・苦情対応     ６９９件 

アセスメント ２，０４４件 

カンファレンス     ６５４件 

計 ８，９８５件 
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（４）案内した情報の内訳（件数重複あり・上記から「その他」を除く） (件) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．地区連携医事業の実施状況 

 各地区に担当の医師（地区連携医）を配置し、医療職・介護職のネットワークづく

りを進める地区連携医事業が、各地区の特色を生かしながら事業目的に沿って円滑に

実施されるよう、３０年度に検討を行い事業実施要領を定めた。また、在宅医療の区

民への普及・周知を図る取組みとして、地区連携医の他、ケアマネジャーや訪問看護

等の多職種が参加する区民向けミニ講座を２５地区で開催した。 

 

ア「在宅医療」の制度説明 ８２７ 

イ ターミナルケア・終末期について ３３６ 

ウ 診療所（医科） １，１１１ 

エ 歯科診療所（歯科） ７７ 

オ 薬局（薬科） １２０ 

カ 病院（有床診療所を含む） ２，３４５ 

キ 医師会・歯科医師会・薬剤師会 ６４ 

ク 訪問看護 １，２００ 

ケ 老人保健施設 ２７８ 

コ 特養・有料老人ホーム・グループホーム等 ５１７ 

サ その他の医療関係 ８９５ 

シ その他の介護関係 ３，３５１ 

ス 行政（国・都・他自治体・区関係所管等）  ２６２ 

セ その他 ２１３ 
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地区連携医事業実施要領（概要） 

 

項目（根拠等） 内容 変更点 

実施方法 
毎月１回、２時間程度。必要に応じて随時対応。 変更なし 

（仕様書） 

実施内容 (1)事例、地区課題等に関する助言 

(2)ケアマネジャー等を対象とした研修 

(3)医療と介護の連携のためのネットワークづくり  

(1)と(3)の 

順を入替 （実施要綱） 

年間の実施標準 

① 地区連携医事業研修全体会 ２回 

② 区民向け「在宅医療」ミニ講座 ２回 

③ 護職向け医療講座 ２回 

④ 医療職・介護職の意見交換会・ネットワークづくり  

⑤ 在宅療養相談窓口での事例に関する多職種検討  

⑥ 地区連携医との打ち合わせ ２回 

【新設】 

地域での合同開催 
区が開催する全体会を除き、年２回まで 

(介護予防・地域支援課に事前協議が必要) 
変更なし (20190111 事業の実

施について Vol.1) 

地区連携医の更新 
・年度ごとに更新  

・同一医師の継続は原則として４年まで 
【新設】 

地区連携医の代理 ・地区連携医とあんすこが協議の上、代理実施が可能 

・代理医師になれるのは地区連携医と同じ医師会会員 

・同一医師の連続代理は３回まで 

・代理の医師による実施は年５回まで 

代理の条件

（回数）追記 
(20190111 事業の実

施について Vol.1) 

実施計画 
地区連携医事業実施予定カレンダーの公開 変更なし 

(在宅医療・介護連携推進マニュアル) 

実施報告 
毎月、あんすこから介護予防・地域支援課へ提出 変更なし 

(在宅医療・介護連携推進マニュアル) 

実施内容の確認 
あんすこが中心となって行う活動で、医療・介護に係わ

る多職種の連携を進めていくためのもの 
変更なし (20190111 事業の実

施について Vol.1) 

随時相談 
随時相談を行なう際の連絡方法を予め決めておく 変更なし 

（仕様書） 

在宅療養相談窓口、か

かりつけ医関連 

在宅療養相談窓口との関係、個別ケースを相談する場合

のかかりつけ医・主治医との関係を記載する 
【新規】 

参加者 
医療・介護関係者に限る 

（区民向けミニ講座を除く） 
変更なし (20190111 事業の実

施について Vol.1) 

開催場所等 特定の介護事業所等で行う場合も、当該事業所の職員だ

けでなく広く地域の事業者に参加を呼びかけ、施設見学

や利用者本人・家族との交流等を行わない 

変更なし (20190111 事業の実

施について Vol.1) 

民間業者との共催 
医療機器や薬品を扱う民間業者との共催は行わず、業者

から物品等の提供を受けない 
【新規】 
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「在宅医療」区民向けミニ講座の実施状況（平成３０年度） 

 

 



４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

池尻 元年度実施計画
「現場で役立つ嚥下障害と口腔
ケアの知識」

パーキンソン病の困りごと 9月地区連携医事業打合せ
虐待対応における医療との連携

（予定）
【池尻･太子堂・下馬合同】在
宅医療と福祉の会議打合せ

【池尻･太子堂・下馬合同】
在宅医療と福祉の会議

1月区民向け講座打合せ
区民向けミニ講座

（排泄に関する内容/予定）
今年度の振返り

太子堂 あんすこと地区連携医の顔
合せ、元年度の方向性

多職種連携会議
「情報交換会」

元年度事業計画打合せ パーキンソン病に関する勉強会
高齢者に多い整形外科疾患とそ
の支援

事例を基にした学びの会「病
院との連携」

【池尻･太子堂・下馬合同】
在宅医療と福祉の会議

打合せ 事例検討
今年度の振返り
来年度の目標

若林 元年度事業計画
多職種事例検討会「高血圧につ
いて基本を学び理解を深める」

若林地区医療連携会「自らが望
む人生の最終段階における医
療・介護」について

「若林ケアマネジャーと多職種
の会」と行う勉強会

「若林ケアマネジャーと多職種の
会」で行う事例検討会

区民向けミニ講座
打合せ

区民向けミニ講座 若林地区在宅医療連携会
「若林ケアマネジャーと多職
種の会」と行う事例検討会
（虐待対応）

今年度の振返り
（課題整理）

上町
定例会

元年度事業計画
連携交流会打合せ

連携交流会
区民向け講座打合せ

連携交流会
(事例検討）

区民向け講座打合せ 事業所向け医療講座（認知症）
定例会

事業所向け講座振返り
区民向け講座打合せ

寸劇式区民向けミニ講座 連携交流会打合せ
連携交流会（事例検討会・事
業所向け医療講座）

定例会
連携交流会振返り

今年度まとめ

経堂 ケア会議開催 元年度顔合せ 元年度事業計画打合せ 第1回意見交換会 第2回介護事業者向け医療講座 第3回事例検討会① 第4回事例検討会② 第5回事例検討会③ 第6回事例検討会④
4月実施予定の

区民向け講座打合せ

下馬 ３０年度の振返り（課題整理）
元年度事業計画打合せ

世田谷地区在宅医療医師とケア
マネジャー、関係機関との交流
会

区民向け講座打合せ
区民向けミニ講座

「在宅医療ってなんですか」
世田谷地区在宅医療医師と介
護の連携会議

【池尻･太子堂・下馬合同】在
宅医療と福祉の会議打合せ

【池尻･太子堂・下馬合同】
在宅医療と福祉の会議

事例検討
世田谷地区在宅医療医師と
介護の連携会議

今年度事業計画振返り

上馬 ３０年度の振返り（課題整理）
元年度事業計画打合せ

事例検討、意見交換 ８月の交流会の計画
上馬・駒沢地区の医師、薬剤
師、介護事業所職員との交流
会

事例検討、意見交換 今後の計画調整、打合せ 事例検討、意見交換 3月勉強会にむけた打合せ 事例検討、意見交換
脳卒中パス実践に基づく
他職種連携勉強会

梅丘 元年度の実施内容打合せ
          多職種事例検討会
「障害のサービスと介護保険の
サービス」

　　　多職種事例検討会
(仮）「医療や支援拒否の方への
対応」

　　　　在宅療養研修
(仮)「呼吸リハビリが必要な方
へのケアと支援」

下半期の実施内容打合せ
　　　【北沢地域合同】
在宅医療・介護連携会議

多職種事例検討会
「介護者への理解と支援」

区民向けミニ講座
「自宅での終末期の迎え方」

在宅療養研修
「嚥下障害へのケアと支援」

　　　多職種事例検討会
(仮）「糖尿病疾患の方への
ケアと支援」

代沢 企画会議
（年度計画）

MCS勉強会
区民向け講座打合せ

区民向けミニ講座
企画会議

（交流会打合せ）
代沢地区　医療と福祉の交流会

　　　【北沢地域合同】
在宅療養多職種連携会議

代沢・北沢ケアマネ連絡会
（事例検討会）

代沢・北沢ケアマネ連絡会
（なんでも相談会）

代沢・北沢ケアマネ連絡会
（事例検討会）

企画会議、今年度振返り
来年度の事業計画

新代田 ３０年度の振返り
元年度年間計画打合せ

「事例抽出と各部署の事業案内
について検討」

             医療･介護連携
「事例を用いて関係機関との意
見交換・交流会」

　
     ケアマネジャー向け研修

「在宅療養講座」

　　　【北沢地域合同】
在宅療養に関わる多職種間で
在宅医療・介護連携会議

困難事例検討会 区民向け講座打合せ
　　　　区民向けミニ講座
「在宅で取組むリハビリテー
ション」

今年度振返り
来年度打合せ

北沢 代沢・北沢ケアマネ連絡会
情報交換会

代沢・北沢ケアマネ連絡会
事例検討会(認知症)

代沢・北沢ケアマネ連絡会
情報交換会

代沢・北沢ケアマネ連絡会 代沢・北沢ケアマネ連絡会
　　　【北沢地域合同】
在宅療養に関わる多職種間で
在宅医療・介護連携会議

区民向け講座打合せ 区民向け講座打合せ 区民向けミニ講座 代沢・北沢ケアマネ連絡会

松原 ３０年度事業報告
元年度事業計画

連携交流会開催打合せ
「まつばら医療と福祉の連携交
流会」

事例検討実施に向けた打合せ 多職種による事例検討 区民向け講座打合せ 区民向けミニ講座 多職種による事例検討
（仮）「まつばら医療と福祉の
連携交流会」

今年度事業報告・効果検証
来年度の重点目標について

松沢 事例検討会又は事例共有
会準備、講座打合せ

事例検討会・講座打合せ 介護職向け医療講座
医療ケースカンファレンス、事
例を通じて対応力を高める

　　　　　区民向けミニ講座
「自宅・近隣で暮らしていくため
に必要な医療とのつきあい方」

　　　【北沢地域合同】
医療と介護福祉の連携会

多職種事例検討会
松沢地区の医師とケアマネ
ジャー関係機関との交流会に
ついて意見交換

松沢地区の医師とケアマネ
ジャー、関係機関との交流会

今年度振返り（課題整理）
来年度の事業計画打合せ

奥沢 ３０年度振返り
元年度上半期事業計画

地域ケア会議
「近隣関係で問題、出来ていた
事が変わってきた方への支援」

医療連携
「喘息やCOPD用吸入薬、CPAP
療法、在宅酸素療法」

地域住民・民生委員・ケアマネ
ジャー意見交換会

元年度前期振返り
元年度後期の計画

訪問介護との情報交換会
【奥沢・九品仏合同】

多職種連携の会
精神疾患について 歯科との関わりについて 区民向けミニ講座

九品仏 地区連携医とケアマネ
ジャー顔合せ・意見交換会

今年度の活動内容、
介護職向け医療講座の打合せ

介護職向け医療講座 区民向け講座打合せ 区民向けミニ講座 医療職、介護職の意見交換会
【奥沢・九品仏合同】

多職種連携の会
医療に関する事例検討

事例検討会 介護職向け医療講座 一年間の反省・まとめ

等々力 ３０年度振返り（課題整理）
元年度事業計画打合せ

事例検討会 在宅療養勉強会 区民向けミニ講座打合せ 大規模交流会 元年度後期の計画打合せ 区民向けミニ講座

上野毛 まち歩き準備会 まち歩き報告会 多職種事例検討会 9月スペシャルカフェ打合せ スペシャルカフェ
　　　　アルコール依存症
フリーフィンターベンションにつ
いて

口腔ケアについて
精神疾患がある人の「生きづ
らさ」について考える

区民向けミニ講座 多職種事例検討会

用賀
３０年度振返り（課題調整）
元年度事業計画打合せ、
次回について

６月開催予定の事例検討会の
打合せ

①障害者支援について　地域障
害者相談支援センター「ぽーと
たまがわ」（事例紹介）

②障害者支援について　地域
障害者相談支援センター「ぽー
とたまがわ」（事例検討）

深沢 ３０年度振返り
元年度事業計画打合せ

地区のケアマネジャー勉強会
多職種連携会「そうだったのか
会議！」～ACP～

多職種連携会「そうだったのか
会議！」

地区のケアマネジャー勉強会
区民向けミニ講座

(テーマ未定)
地区のケアマネジャー勉強会

多職種連携会「そうだったのか
会議！」

地区のケアマネジャー勉強会
多職種連携会「そうだったの
か会議！」

祖師谷 ３０年度振返り（課題整理）
元年度事業計画打合せ

　　　　　　医療講座
「こんな時、歯医者さんに相談し
てみては？」

【砧地域合同】医療と福祉の連
携懇談会について（意見交換）

【砧地域合同】医療と福祉の連
携懇談会

多職種事例検討会
医療ケースカンファレンス

（仮）疾患勉強会
医療講座

整形外科疾患
祖師谷地区の医師とケアマネ
ジャーとの交流会

区民向けミニ講座

成城 元年度事業計画打合せ
眼の疾患について勉強会・ケア
マネカフェ

【砧地域合同】医療と福祉の連
携懇談会について（意見交換）

【砧地域合同】医療と福祉の連
携懇談会

事例検討会 区民向け講座打合せ 区民向けミニ講座 事例検討会 勉強会・ケアマネカフェ 今年度振返り

船橋 元年度事業計画打合せ
事例検討/船橋地区ケアマネ
ジャー交流会と合同

【砧地域合同】医療と福祉の連
携懇談会について（意見交換）

【砧地域合同】医療と福祉の連
携懇談会

事例検討/船橋地区ケアマネ
ジャー交流会と合同

(仮)「介護職向け医療講座」打
合せ

(仮)「介護職向け医療講座」 区民向け講座打合せ
区民向けミニ講座
（いきいき講座）

船橋地区の大規模団地等
の問題点や医療に関する検

討

喜多見 元年度事業計画と主任ケア
マネジャー顔合せ

地域ケア会議「地域住民が不安
に思っている認知症高齢者の支
援について」

【砧地域合同】医療と福祉の連
携懇談会（打合せ）

【砧地域合同】医療と福祉の連
携懇談会

11月「多職種連携」の打合せと
準備

地域ケア会議
多職種連携・医療との事例
検討会

事例検討会
「精神障害」

11･12月の反省会、3月打合
せ

区民向けミニ講座

砧 元年度事業計画打合せ 地域ケア会議A
【砧地域合同】医療と福祉の連
携懇談会について（意見交換）

【砧地域合同】医療と福祉の連
携懇談会

地域ケア会議Ｂ 事例検討会 在宅医療ミニ講座打合せ 事例検討会 区民向けミニ講座 ケアマネジャー向け研修

上北沢 ３０年度振返り（課題整理）
元年度事業計画打合せ

透析患者の終末期の考え方 元年度事業計画打合せ

上祖師谷 年間計画作成 ACPを学ぶ（医療講座）
癌の緩和ケアについて

（医療講座）
区民講座打合せ（ACP）

区民向けミニ講座
(ACP)

神経難病について①
（総論・意見交換会）

神経難病について②
（各論・意見交換会）

神経難病の事例検討① 神経難病の事例検討②
総括・地区連携医との打合
せ

烏山 区民向けミニ講座 年間計画打合せ 医療講座「グリーフケア」
ガイドマップ作り（地区の訪問看
護ステーションとクリニックの情
報集約）

多職種検討「自立支援・介護予
防に向けた個別会議」

ネットワークづくり「精神障が
いの理解とケアピアサポート
について」

令和元年度地区連携医事業実施（予定）カレンダー

第
２
回
研
修
会

（
全
体
会

）

第
１
回
研
修
会

（
全
体
会

）

第
２
回
研
修
会

（
全
体
会

）
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令和元年８月６日 

総 合 支 所 

保 健 福 祉 部 

高 齢 福 祉 部 

 

地域包括ケアの地区展開の取組みについて 

 

１ 主旨 

 区では、地域包括ケアの地区展開の取組みとして、「参加と協働による地域づくり」

と「福祉の相談窓口」を、平成２８年７月から区内全２７地区で実施している。 

平成３０年度の取組みと令和元年度の取組み予定について報告する。 

 

２ 平成３０年度の取組み 

（１）参加と協働による地域づくり 

まちづくりセンター、あんしんすこやかセンター（地域包括支援センター）、及

び社会福祉協議会の三者を中心に地区住民の参加のもと地区アセスメントの更新

を行い、地区の課題と社会資源の整理・把握に努めた。把握した地区・地域の課題

解決のために、活動場所や地域住民の主体的な活動の創出・コーディネート、地域

人材の育成やマッチング、地域活動のネットワーク化など、社会資源の発掘・創出

等に取り組んだ。 

平成３０年１０月２５日に全地区合同による三者連携会議と位置づけた事例報

告会を開催し、区民・担い手と区との認識及びノウハウの共有を図った。 

・会場   北沢区民会館「北沢タウンホール」 

・来場者数 ２０１人 

・基調講演 「地区における互助の取組みの推進 」 

世田谷区地域保健福祉審議会会長 中村 秀一 氏 

 

地 区 取組み内容 

上  町 赤ちゃんからお年寄りまで！～みんなで創る地域の居場所 

松  沢 おしゃべり★カフェ（高齢者等の居場所づくり） 

深  沢 退職後の男性が地域で活躍できる仕組みづくり 

成  城 成城セカンドコミュニティ会議（SSCK） 

（男性の地域参加による地域を支える仕組みの構築） 

上祖師谷 男の居場所づくり・大規模団地の引越し支援  

 

（２）福祉の相談窓口 

区民の困りごとや、どこに相談すればよいかわからない複合的な相談等、相談内

容や相談者の状況に応じた対応ができるよう職員研修の実施に取り組み、三者間の

連携のほか、専門の担当組織や専門機関に適切に引き継ぎ、支援に結びつけている。 

  地区における「福祉の相談窓口」の認知度の向上をめざし、ちらしの配布や地区

の課題解決の取組みにより創出した居場所等での相談の実施や、のぼり旗を活用し

た周知に努めた。 

資料１１   
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３ 令和元年度の取組み 

（１）参加と協働による地域づくり 

 ①取組みの方向性 

引き続き、三者が連携し、地区の課題に対して活動の場と人材を確保し、地区

住民等の自主的な活動を推進していく。 

活動の「場」の確保については、福祉関連施設の活用等民間事業所や個人宅を

活用した成果が生まれた。引き続き、三者や民生委員等地区の関係者が持つ情報

を共有・活用し、新たな「場」の確保に努めていく。 

また、担い手となる「人」の確保につながる人材育成・人材活用等については、

活動の担い手の高齢化や固定化が引き続き課題となっている。 

参加と協働による地域づくりに向けた各地区の取組みテーマは別紙１のとおり。 

 ②事例報告会の開催 

  事例報告会を開催し、各地区の地域づくりのノウハウの共有により、地区の

取組みの推進を図る。 

 ・日時 令和元年１０月２８日（月） 午後１時３０分～４時３０分 

 ・場所 砧区民会館「成城ホール」 

③区関連所管の地区支援の強化 

  地区での取組みに、保健福祉センターを中心に、支所内各課が連携する仕組み

の検討を進める。また支所内で解決できない課題について、本庁での解決に向け

た検討体制の充実を図る。 

 

（２）福祉の相談窓口 

①三者連携による取組みの方向性 

区民に身近な地区において、高齢者のみならず、障害者、子育て家庭等の相談

を幅広く受け、適切な支援に結び付ける「福祉の相談窓口」の充実に向けて、以

下のような取組みを行う。 

  ・認知度の向上 

   区民意識調査では、平成２９年３０.２％より平成３０年４３.０％に向上し

た。 

   より多くの区民に知ってもらうため、引き続き、ちらしの配布や、のぼり旗

を活用した周知を図っていく。 

  ・相談のつなぎ先となる各機関とのネットワークの強化 

   子育て、障害者に関する相談のつなぎ先との関係性を高める。福祉以外の相

談のつなぎ先を明確にする。 

②あんしんすこやかセンターでの取組み 

   ・高齢者に関する相談に加え、精神障害やメンタルヘルス相談も多い。令和元

年度から相談体制が拡充された地域障害者相談支援センターとの連携を強化

し、精神障害等への相談対応を充実させる。 

・平成３０年度に開設した在宅療養相談窓口の充実や、地区連携医事業の一層

の充実に取り組み、在宅医療等が必要な方への支援や医療・介護のネットワー

クづくりを推進する。 
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・地域ケア会議を適宜開催し、個別事例の課題解決とともに、地域課題を把握

し、三者連携会議に提起する等、地域づくりにもつなげていく。 

 

４ スケジュール（予定） 

令和元年９月上旬     区民生活、福祉保健常任委員会報告 

（各地区での課題解決の取組み状況及び事例報告会に 

ついて） 

     １０月２８日午後   地域包括ケアの地区展開報告会 

      会場：砧区民会館「成城ホール」 
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令和元年度 地区の課題解決の取組み状況   

～参加と協働による地域づくり～ 

地区 取組み状況 

池尻 

 “命のバトン”“三宿池尻まちこま会”“池三スポーツクラブ”など様々

な事業を深めてゆく中で、大学生の参加による多世代交流、障害、認知症

の有無に左右されない幅広い住民の気軽な交流、参加等を今後も呼びかけ

る。また、課題解決に協力できる人材の発掘に努める。 

太子堂 

 地域に開かれた場所で、気軽に相談できる「青空保健・相談室」をさら

に充実させるとともに、地域の支え合いや福祉のまちづくりを進めるため

の地域包括ケア講座、場の確保・活用をすすめる。また、ダンディクラブ

など男性を対象にした活動がさらに充実するよう支援を進める。 

若林 

ふれあいいきいきサロン等、区民の支えあい活動や地域の自主活動団体

等と協働した多様な取り組みとして、多世代が集まり、情報交換など交流

の場をつくるように取り組んでいく。また、自宅に閉じこもりがちな区民

に対し、参加者同士が交流しながら買い物等を、自分の目で見て楽しむ機

会を定期的に実施できるか検討を進める。 

上町 

 他世代が交流できる場づくりを月 1 回のペースで住民同士が支えあい、

展開している。東京医療保健大学との連携により、周年事業に向けたイベ

ントを企画するなどこれまでのノウハウを活かし、自主化に向けて活動し

ている。また、医療・福祉相談を視野に入れた地域づくりを推進している。 

経堂 

 高齢者を中心とする、よろず相談のできる居場所づくりを住民団体や

様々な事業者の協力により充実させていくほか、住民ボランティアを主体

とする地域の活動団体や、介護事業者等の交流を進め協力関係を築いてい

く。また、介護事業者とともに高齢者の防災について考えていく。 

下馬 

地区の様々な課題解決のための居場所連絡会を継続実施し、課題の共有

と横の連携を強化していく。また、住まいの近くで看護師の相談が受けら

れる固定の暮らしの保健室に加え巡回型による相談体制に取り組む。さら

に、子育て関係団体交流会を継続開催し、地区内の子育て世代間の繋がり

づくりのための事業を計画していく。 

上馬 

 地区内の関係機関ネットワークを活用し、医療、介護保険、障害福祉、

児童福祉等各分野の専門機関の協力を得て、サロン・ミニデイ、地域デイ

サービス、子ども食堂など住民主体の居場所に相談機能を付加することで、

住民の困り事や個別課題のニーズキャッチ、課題共有、解決に向けた横断

的なネットワークづくりに取り組む。 

梅丘 

平成２９年度から「男の陶芸教室」や「男のストレッチ」などのイベン

トを通して、男性の地域活動への参加を促す手法を試みてきた。 

今年度は、新たに発足した男性の自主活動グループを支援するとともに、

引き続き資源開発に取り組む。 

  

別紙１ 



2 

地区 取組み状況 

代沢 

町会をはじめとする地域活動団体が、平成３０年度にスタートさせた住

民（高齢者）同士が交流できる居場所づくり（地域カフェ）の運営を側面

から支援していく。また、地域における社会資源の情報共有、掘起こしに

努め、地域カフェの拡大について検討していく。 

新代田 

新たなボランティア活動の発掘や地域包括ケアの担い手として、社会貢

献への意欲を持つ高齢男性の能力を活かす「男の秘密基地（サロン）」の活

躍の場を拡充する。また、認知症になった高齢者やその家族のサポート、

地区におけるサポート力の強化を図るため、買い物ツアーや認知症サポー

ト会議、認知症サポーター養成講座などを定期的に開催する。 

北沢 

地区で「暮らす人」「働く人」「学ぶ人」が知り合い、交流し、支え合う

ことを目的に活動しているネットワーク「北沢地区多世代交流 きらり☆

きたざわ」において、各種イベントを開催し、地区内で活動する団体同士

の顔の見える関係づくり、若い世代も地域活動に参加するきっかけづくり

を進めていく。 

松原 

生活支援、孤立防止の一環として、買物困難者を対象に平成２８年１１

月から実施してきた「地域交流バスツアー」を引き続き開催する。高齢者、

障害者の交流や買物の支援を行いながら、ＰＲ方法の改善を図り、今まで

参加していない方へも広く周知し、実施していく。 

松沢 

高齢者等の居場所づくりとして平成２９年５月に開始した「おしゃべり

★カフェ」を引き続き実施していく。「災害時の備えとして平時から高齢

者・障害者の顔の見える関係づくり」をテーマに、参加者が内包する課題

を関係団体と共有し、提供可能なサービスを協議することなどにより、緩

やかな見守り体制の構築に寄与していく。 

奥沢 

地域住民が障害のある方への理解を深めるための取り組みの一環とし

て、障害者スポーツの専門家やアスリート等を招いて地区の子どもたちや

その保護者等に対して講演と伴走体験を行うなど障害者スポーツに親しむ

事業を行っており、さらなる理解の深まりを広めるために取り組みを進め

る。 

九品仏 

これまで行ってきたお休み処の椅子の設置や男性の健康体操への支援を

引き続き進めていく。また、本年新たな取り組みとして、地区内の福祉団

体と協働し、スポーツ等を通じて障害者や高齢者、子どもがつながりを強

め、交流できるような環境づくりを整備、模索していく。 

等々力 

 

高齢者の居場所づくり・生きがいづくりをサポートするため、地区内の

高齢者クラブの活動状況を把握し、団体を継続する上で充足感を得られる

ように新庁舎落成記念発表会の実施を支援する。その際の記録を残し、団

体の今以上の活性化に役立ててもらう。 
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地区 取組み状況 

上野毛 

買物支援検討会等を通した施設・団体・住民同士の連携体制の構築 

・買物支援の取り組みの一つとして、福祉施設や地域住民と連携し、外出

困難を抱える方を対象としたお出かけサポート事業を試行実施する。 

・ご近所見守りネットワーク事業に基づき、『ご近所出会いのマルシェ』を

開催し、参加施設・団体同士のネットワークの更なる構築を目指す。 

用 賀 

用賀地区においても、ひとり暮らしや高齢者のみ世帯が増加している。 

とくに上用賀地区では、高齢化が進んだ集合住宅がいくつか見られる。 

高齢者等の孤立化・孤立死の防止に向けて、三者連携して地域での見守り

ネットワークづくりを支援する。 

深沢 

退職後の男性が地域で活躍できる仕組みづくりとして立ち上げた｢こど

も見守りたい｣のさらなる発展・充実に取り組むとともに、新たな取組みに

ついても検討を進める。また、男の料理教室等の地域活動団体の周知を図

り男性の地域活動への参加を進める。 

祖師谷 

公社祖師谷団地の運動サロンについて自主活動団体としての立上げ及び

運営を支援するとともに、相談の場や買い物支援などに取り組んでいく。

また、高齢者のみ世帯の地区防災への取組みとして、介護事業所と連携し、

個別訪問時に防災啓発を行ったり、介護事業所職員を対象とした地区防災

の勉強会を開催する。 

成城 

 男性のイベント参加者から企画運営への参画を進めるとともに、他の

様々な地域活動への参加を案内し、地区内での参加と協働をさらに促進す

る。また、大規模マンションの高齢者支援を引き続き行い、集合住宅内で

の見守りの推進・強化を図る 

船橋 

 高齢化の進む希望ヶ丘団地のみならず、フレール西経堂団地や東京テラ

ス、戸建にも着目しながら、「高齢化に伴う課題」解決を目指す。希望丘複

合施設の「ヒト、モノ」を活用した「ちいき食堂」や、老いじたくサロン、

希望ヶ丘団地高齢者を支える会の防災部会が行っている勉強会への支援を

していくとともに、多世代相互の理解促進に取組み、地域課題の解決につ

なげる。 

喜多見 

都営喜多見２丁目アパート居住者アンケート調査から判明した課題につ

いて、解決策の検討と具体的な解決策の実施に向けて取り組む。買い物支

援についての新たな取り組みとして、参加者の意向を調査した上で喜多見

商店街以外の店舗へのお買い物ツアー実施も検討する。また、移動販売会

を都営住宅集会所や公園等の地区住民が集まり易く、参加し易い場所で実

施する。 

砧 

 三者に加え管内の社会福祉法人、地域資源、ＮＰＯ、民間事業者等を巻

き込み、意見交換の場を作る。また、三者がまちに出て聞き取った情報を

共有し、課題解決につなげるための仕組みづくりを再構築する。さらに、

子育てに関わる活動団体等との情報共有を通じて、子育て世代の福祉的ニ

ーズを把握し必要に応じて支援する。 
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地区 取組み状況 

上北沢 

上北沢地区は杉並区上高井戸地区と行政境が複雑に入り組んでお

り、住民の日常生活圏は重複している。そのため地区住民にとって上

高井戸地区の社会資源を知ることは有用であり、住民間の交流促進を

図ることによって安全安心なまちづくりを推進する。 

上祖師谷 

都営団地の建替えに伴い、他地区から大勢の転居者があり、自治会

組織も結成されておらず、住民同士のコミュニティが希薄化してい

る。自治会立上げやコミュニティづくりに向けた支援の他、町会の地

区毎に健康相談ができる「まちの保健室」などを開催し、コミュニテ

ィの活性化を目指す。 

烏 山 

 高齢者等の買物支援の一環として、入居者の高齢化が進む都営住宅

において移動販売ができる環境を整えるため、昨年度、「都営住宅に

おける買物弱者支援事業に関する覚書」を東京都都市整備局と取り交

わした。今後は、移動販売日にあわせて巡回型の健康および介護等に

関する相談会を試行する。 

 



１　まちづくりセンターの福祉の相談件数　　2,619件

　 ※件数は、複数の要素を含む複合した内容の場合も、主な相談内容について１件として計上している。

（１）相談種別

平成30年度 平成29年度

1,469 1,725

208 247

942 570

2,619 2,542
※平成２９年６月までの高齢、障害、子育て以外の福祉の相談件数は、区分集計していないため高齢、障害に関する相談件数に含んでいる。

（２）三者連携により対応した相談内容　856件

　 ①あんしんすこやかセンターに繋いだ相談内容

平成30年度 平成29年度

241 245

49 51

84 35

374 331

②社会福祉協議会に繋いだ相談内容

平成30年度 平成29年度
121 118
46 42

141 159

100 46
19 26
37 21

464 412

③まちづくりセンターに繋いだ相談内容

平成30年度 平成29年度
1 2
4 11
1 2

3 8

2 2
4 10
3 9

18 44

相談内容

高齢、障害に関する相談

子ども・子育てに関する相談

高齢、障害、子育て以外の福祉の相談

相談内容

平成３０年度　福祉の相談窓口相談件数

地域支えあい活動（サロン、ミニディ等の紹介）

家事支援、子ども家庭支援（ふれあいサービス、ファミ
リーサポート等の利用）

その他（高齢者、障害者の福祉等）

成年後見・あんしん事業等

その他（生活困窮等、生活支援等）
合計

地区活動（ボランティアへの参加、活動支援等）

合計

相談内容

相談内容

介護保険（介護、高齢福祉サービス、介護予防等）

医療（療育、治療、医療相談、医療機関等）

合計

その他（子育て、虐待、生活困窮、生活支援等）

防犯・災害対策（障害者の防災対策、訓練の実施等）

ごみと暮らし（生活環境、放置自転車、敷地の管理、ご
み、蜂の巣等）

死亡時の対応（届出、墓地、葬祭、相続等）

合計

届出・証明（転出入・印鑑証明・戸籍・税など）

保険・年金（健康保険、後期高齢者医療制度、年金等）
地区活動（町会・商店会等との協力、活動場所等）
その他（火事の被災、就労支援、路上生活者支援等）

参考 
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２　あんしんすこやかセンターの相談件数　165,728件（うち高齢福祉サービス以外の相談件数　1,446件）

※件数は、複数の要素を含む複合した内容の場合も、主な相談内容について１件として計上している。

（１）相談種別（主たる対象者の内訳）

平成30年度 平成29年度

72 97

132 187

53 124

453 390

422 374

30 26

155 187

129 203

1,446 1,588

（２）相談内容

平成30年度 平成29年度

8 34

264 306

307 365

428 360

51 78

219 205

169 240

1,446 1,588

３　社会福祉協議会の相談件数　2,914件

　 ※上記件数は、相談者数を計上している。

　 ※（１）・（２）件数は、相談内容の件数を計上しており、１人の相談者から複数の相談があった場合、

　相談内容ごとに１件として計上している。

（１）相談種別（主たる相談者の内訳）

平成30年度 平成29年度

1,754 1,898

391 420

205 216

651 849

3,001 3,383

（２）相談内容

平成30年度 平成29年度

1,094 1,280

122 144

127 143

820 1,006

38 51

287 280

791 824

3,279 3,728

相談内容

合計

母子・子育て

身体障害

知的障害

精神障害

メンタルヘルス

妊娠届・育児相談

対象者の属性

難病

高齢の生活困窮等

その他（病気、怪我による入院等）

情報提供・サービス案内

療育・介護、治療・医療相談

メンタルヘルス相談、不登校、引きこもり

ＤＶ、虐待

上記以外

相談内容

合計

地域支えあい活動

高齢者

子ども

障害

その他

就労相談、生活困窮

その他（安否確認、苦情、住まい、環境等）

合計

相談内容

合計

成年後見・あんしん事業等

生活困窮等

家事支援

子ども家庭支援

その他の社協事業

2/2
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令和元年８月６日 

保 健 福 祉 部 調 整 ・ 指 導 課 

第３回 全区版地域ケア会議 

 

１．主旨 

 地域ケア会議は、地域包括ケアシステムを効果的に機能させるため、個別支援の充

実とそれを支える社会基盤の整備とを同時に進めていくことを目的としている。区で

は、地域ケア会議を「地区」、「地域」、「全区」の３層で実施しており、全区について

は地域保健福祉審議会を位置づけている。地区、地域の取組み状況を報告するととも

に、全区的な課題について検討し、解決へ向けた新たな施策の立案や実行につなげて

いく。 

 

２．地区版及び地域版地域ケア会議の取組み状況 

 地区では、あんしんすこやかセンターがケアマネジャーや介護サービス事業者、リ

ハビリテーション専門職、民生・児童委員など、支援に係わる多様な関係者の参加を

得て、地区版地域ケア会議を開催する。 

また地域では、保健福祉課が開催する地域ケア連絡会、あんしんすこやかセンター

と保健福祉課が共同で開催する地域合同包括ケア会議、介護予防・地域支援課が開催

する介護予防ケアマネジメント事例検討会を地域版地域ケア会議に位置付け、実施し

ている。 

地域版地域ケア会議では、地区における個別事例の検討結果や課題報告から地域の

課題を抽出し、その課題解決に向けた取組みを行うとともに、地域では解決できない

課題を全区版地域ケア会議等、他の会議体へ情報共有、課題提起によりつなぐ。各地

域の実施状況については資料１２－２のとおり。 

 

３．全区的な課題について 

 第２回全区版のテーマである「精神疾患等への理解」について、いただいたご意見

を含め、その後の主な取組み状況を資料１２－３のとおり報告する。また地区版、地

域版地域ケア会議により抽出された課題の中から、地区及び地域では対応が難しい

「身元保証人が立てられない方の入院・入所について」を第３回全区版テーマとして

位置付け、課題と今後の方向性について資料１２－４のとおり取りまとめた。 
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《参考》世田谷区における地域ケア会議の構成 

 区では、地域ケア会議を「地区」、「地域」、「全区」の３層で実施しており、全区に

ついては地域保健福祉審議会を位置付けている。 

 会議体【事務局】 

地区 地区包括ケア会議【あんしんすこやかセンター】 

地域 地域ケア連絡会【保健福祉課】 

地域合同包括ケア会議【保健福祉課、あんしんすこやかセンター】 

介護予防ケアマネジメント事例検討会【介護予防・地域支援課】 

全区 地域保健福祉審議会【調整・指導課】 

 

 

地域ケア会議の全体像（イメージ図） 

 

 

地区

地区版地域ケア会議

【地区包括ケア会議】

①個別ケース検討

《介護予防ケアマネジメントの

質の向上》

《地域包括支援ネットワーク構築》

《ケアマネジメント支援》

《地区の課題の把握》

②個別課題の分析

・地区の課題抽出

地域版地域ケア会議

【地域ケア連絡会】

地区の課題の集積

→地域課題の抽出

課題解決に向けた検討

【地域合同包括ケア会議】

テーマを限定した検討

【介護予防ケアマネジメント事例検討

会】

多職種による事例検討会

地域 全区

※高齢以外の分野の課題等は分

野横断版を開催し、情報を共有

全区版地域ケア会議

【地域保健福祉審議会】

全区で取り組むべき課

題の解決に向けた検討

政策の立案に向けた区

への提言
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地域版地域ケア会議実施報告 

平成 ３０ 年度  世田谷 地域 

 地域版地域ケア会議の開催状況 

 地域ケア連絡会としての開催     ９ 回 

 参加者（所属）：あんしんすこやかセンター、地域障害者相談支援センター、社会福祉協議

会（地域、後見センター）、世田谷ボランティアセンター、介護予防・地域支援課、地域振

興課、生活支援課（生活支援、子ども家庭支援センター）、保健福祉課、健康づくり課  

 地域合同包括ケア会議としての開催  ２ 回 

 参加者（所属）：あんしんすこやかセンター、地域障害者相談支援センター、社会福祉協議

会（地域、後見センター）、世田谷ボランティアセンター、介護予防・地域支援課、地域振

興課、生活支援課（生活支援、子ども家庭支援センター）、保健福祉課、健康づくり課 

主任ケアマネージャー、障害相談支援事業所、福祉作業所、障害ヘルパー事業所 

テーマ： ①「担い手の確保～団体間の連携の仕組みを考える」 

②「連携の仕組みづくり～8050事例への対応：障害のある子と暮らす高齢の家族

への“働きかけ”について考える」 

 抽出された地域課題 （※前年度から継続する地域課題を含む） 

 カテゴリー テーマ 

 地域活動 担い手の不足 

 内容：○民生委員や町会役員の高齢化、サロン等の地区組織活動の担い手も高齢化している

ため、活動の継続や継承に課題がある。 

   ○サロン活動など高齢者を支える新たな担い手を見つけることが難しい。 

 連携 連携の仕組みが弱い 

 内容：○連携が必要なのは分かっているが、結果的に関係団体がそれぞれに支援を行っていて、

横の連携や協力体制がないケースもある。各団体の活動（支援内容）がわからないた

め、具体的にどう連携していけばいいかわからず躊躇してしまうなどの問題もある。 

   ○8050事例では、80の支援者と50の支援者の連携がないと、どこに世帯の重点課題 

があるのか捉えにくく、介入のきっかけづくりや相談支援につながらない。主体的 

かつ継続的に支援していく部署が明確にならず対応に苦慮する場合も多い。 

 理解 情報共有・周知不足 

 内容：○支援を求めている人に必要な情報が届いていない現状がある。情報提供の方法や内

容等に工夫が必要。 

   ○さまざまな関係機関と連携し情報を得ていくことが望ましいが、連携すべき関係機

関に関する情報がない、または得る方法がわからない。 

 制度 制度の限界・狭間 

 内容：○要支援レベルの高齢者を委託できる居宅支援事業者が少ないため、支援が広がらず 

困っている。 

   ○身寄りのない高齢者の転居時の支援や保証人の問題、生活支援、金銭財産管理のサ 

   ポートなどの支援の仕組みがない。 

   ○定年後の引きこもりがちな男性が地域とつながる機会や具体的な支援のメニュー

が少ない。 

 つながり 人間関係の希薄さ・孤立 

 内容：○オートロックの大型マンションなどの増加を含め、近隣同士の「声かけ」「見守り」

など、地域の支えあいや近所づきあいなどが希薄になっている。孤立予防のために

も支えあいの地域づくりが必要である。 

○住宅建て替え（都営住宅など）で、近隣との関係性が変わることは高齢者の心身へ

の大きな負担になることが多い。近隣同士の人間関係の構築を促し支援していく必

要がある。 

資料９－２ 

ogawah
スタンプ
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 地区・地域等による取組み 

 地域課題 取組み状況 

 担い手の確保 ＜地区＞ 

「幅広い年代への働きかけ」の視点で、住民や関

係機関へ働きかけを行った。 

＜地域＞ 

・「既存団体の活用」の視点で社協と共に地のサ

ポーターの仕組み作りを検討し、大学等４校に

協力を求めた。 

 活動の担い手がない 
（社協が取組んだ「社会資源開発」を受

けて、安定した活動の継続のために「担

い手の確保」に取組んだ。） 

 ボランティア団体の連携 ＜地域＞ 

・世田谷地域で活動している団体一覧表を作成

し、あんしんすこやかセンター等に配布し人材

発掘の際の参考資料として活用した。 
・社協と団体間の連携について整理し、社協がコ

ーディネート機能を発揮することを確認した。 

 ボランティア等に関係する団体間がい

くつかあるが、それぞれ別の活動で、繋

がりがない。 

 

 

 連携の仕組みづくり ＜地域＞ 

・連携のための情報シート作成し、あんしんすこ

やかセンター等に配布した。 

・スムーズな連携のために必要なことを整理し

た。 

・エリア自立支援協議会との合同の会を持ち、お

互いの課題などの情報共有を行った。 

 8050事例の対応では、関係機関の連携が

必要であるが、現場では立場の違い等が

あり、スムーズな連携までに至っていな

い。 

 

 

 今後の方向性・残された課題（全区レベルでの検討が望まれる課題等） 

 ○個別課題を集積・整理したうえで、平成 30年度は連携のしくみづくりをテーマに①8050

問題②担い手の確保③専門職のスキル不足について、具体的な共有および検討を行った。 

今年度は、30年度実施した取り組みについて、引き続き進めるとともに、その他の課題につ

いても検討を進めていく。 

○全区レベルで検討が望まれる課題としては、担い手不足や制度の狭間等の支援に対する体

制作り、民間や新たな事業者の担い手確保に向けた仕組みの検討などが必要と思われる。 
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地域版地域ケア会議実施報告 

平成 ３０ 年度  北沢 地域 

 地域版地域ケア会議の開催状況 

 地域ケア連絡会としての開催     ８ 回 

 参加者（所属）： あんしんすこやかセンター、障害者相談支援センター、北沢地域社会福祉

協議会、成年後見センター、ぷらっとホーム世田谷、介護予防・地域支援課、健康づくり課、

保健福祉課（地域支援担当）、日本大学文理学部社会福祉学科教授（アドバイザー） 

 地域合同包括ケア会議としての開催  ３ 回 

 参加者（所属）：北沢地域スキルアップ向上委員会（主任ケアマネジャー）、あんしんすこや

かセンター、障害者相談支援センター、北沢地域社会福祉協議会、成年後見センター、ぷら

っとホーム世田谷、副支所長、地域振興課、まちづくりセンター、介護予防・地域支援課、

健康づくり課、保健福祉課（管理係・地域支援担当・障害支援担当）、日本大学文理学部社

会福祉学科教授（アドバイザー）、世田谷認知症介護指導者会(第2回)、北沢警察署(第3回) 

テーマ：理解 

（１）認知症の理解 ～認知症を体験する～  

（共同企画：世田谷認知症介護指導者会） 

（２）精神疾患の理解 ～高齢期における妄想性障害～  

（共同企画：北沢地域障害者相談支援センター） 

 

 抽出された地域課題 （※前年度から継続する地域課題を含む） 

 カテゴリー テーマ 

 見守り 認知症や独居の人の生活を見守り、支援に繋げる必要がある 

 内容：支援拒否によりサービスに繋がらず、家族や友人もおらず地域から孤立している高齢

者に対して、さらなる見守りの充実が必要。 

 理解 認知症高齢者や精神疾患高齢者が安心して生活するために、地域住民

等への理解を広げる必要がある 

 内容：認知症の行動・心理症状や精神疾患（妄想型統合失調症による妄想症状など）のある

方が地域で生活するにあたり、地域住民等に理解を得ていくことが必要。 

 制度 複合的な問題が絡み合う場合、介護保険サービスでは課題に対応でき

ず、課題解決が難しくなっている 

 内容：休日・夜間の見守り体制など、介護保険サービスでは対応できない制度の狭間につい

て、さらなるインフォーマルサービスの充実が望まれる。 

 地域活動 様々な背景があり、地域から孤立する人の活動場所や居場所が不足し

ている 

 内容：閉じこもりがちな方や精神疾患のある方などが、地域で安心して通える場所が不足し

ている。 

 連携 各関係機関との連携不足や、医療につながらない方への支援が難しい 

 内容： 

・支援者に家族全体を見る視点が不足していると、1つの家族に対してバラバラの方針で動

いてしまうことになり、関係機関との連携と情報共有が必要。 

・認知症・精神疾患未治療により、病状が不安定になり、地域での生活が困難になる。 

 権利擁護 本人や家族等が抱える課題等により、あんしん事業や成年後見制度の

利用に至らない人がいる。 

 内容：認知機能低下により金銭管理ができなくなったが、本人や家族等が抱える課題等によ

り、権利擁護事業に繋がっていない方への支援が必要。 
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 地区・地域等による取組み 

 地域課題 取組み状況 

 認知症の理解 世田谷認知症介護指導者会との共同企画により、

認知症を体験するためのプログラムを独自に作

成し、その後、グループワークを行った。認知症

を我が事と捉えることにより、地域住民の理解も

深まるとの意見が出て、その後、あんすこが中心

となって第２弾のプログラムが計画されている。 

 認知症高齢者と地域住民がお互い安心

して生活するために、理解を広げる必要

がある。 

 

 

 

 精神疾患の理解 北沢地域障害者相談支援センターとの共同企画

により、高齢期における妄想性障害に焦点を当

て、本人の気持ち、支援者の気持ちに寄り添って、

本人が地域で生活していくために出来ることを

グループワークで話し合い、共有した。本会議に

は北沢警察生活安全課相談係長も出席し、その後

の連携強化に繋がっている。 

 精神疾患高齢者と地域住民がお互い安

心して生活するために、理解を広げる必

要がある。 

 

 

 

 今後の方向性・残された課題（全区レベルでの検討が望まれる課題等） 

 【今後の方向性】 

・２年間の地域ケア会議を振り返り、課題だけではなく、好事例を各地区から発表・共有す

ることで、さらなる効果的な地区版地域ケア会議開催を目指す。⇒６地区を横繋ぎし、地区

で対応出来る課題は地区で解決することを目指す。 

・各会議（会議Ａ・Ｂ）ごとのデータを集計し、１．会議の状況 ２．本人の状況 ３．同

居者の状況 ４．地区課題 の項目で北沢地域の会議状況を分析し、主任ケアマネジャーな

どの関係機関と共有しながら、地域課題・全区課題を把握し取り組みを進める。⇒地域で対

応できる課題は地域で解決し、地域で解決できない課題については全区に提言していく。 

・令和元年度、北沢地域で検討する地域課題のテーマについては、6月に予定されている令

和元年度初回の地域合同包括ケア会議で検討する予定。 

 

【残された課題・全区レベルでの検討が望まれる課題】 

・孤立等により支援が必要な高齢者のためのさらなるサービスの充実（制度・見守り） 

・高齢者の認知機能低下等による消費者被害（権利擁護・見守り） 

・見守りの際の住民や関係機関との情報共有における守秘義務の取り扱い（見守り） 

・本人が主体的に取り組むことができるような活動の場やその担い手、新たな地域資源の

開発（地域活動・制度） 
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地域版地域ケア会議実施報告 

平成 ３０ 年度  玉川 地域 

 地域版地域ケア会議の開催状況 

 地域ケア連絡会としての開催     ８ 回 

 参加者（所属）： あんしんすこやかセンター、地域障害者相談支援センター、地域社会福祉

協議会事務所、ぷらっとホーム世田谷、成年後見センター、介護予防・地域支援課、保健福

祉課（地域支援・障害支援） 

 地域合同包括ケア会議としての開催  ２ 回 

 参加者（所属）： 

①玉川地域三師会（医師会・歯科医師会・薬剤師会）、訪問看護事業所、リハビリ職、ケア

マネジャー、あんしんすこやかセンター、保健福祉課 

②障害者施設、障害居宅介護、主任ケアマネジャー、地域障害者相談支援センター、地域社

会福祉協議会事務所、ぷらっとホーム世田谷、成年後見センター、メルクマールせたがや、

あんしんすこやかセンター、まちづくりセンター、健康づくり課、介護予防・地域支援課、

保健福祉課（地域支援・障害支援） 

テーマ：  

①「地域リハビリテーションを考える」 

 住み慣れた地域で自分らしく暮らし続けるため、高齢者自身が人生を取り戻し、再び社会

参加できるよう、地域リハビリテーションの共通理解を図り、医療職も介護職もリハビリ機

能を果たすことができるよう多職種で連携を図り、地域包括ケア実現に向けた自立支援型ケ

アを多職種で考える。 

②「『８０５０問題』親も子も老いてゆく～それぞれの立場でできること～」 

高齢と障害の支援者が「８０５０問題」とは何かを共有し、お互いの職種の違いや得意分野

を理解するとともに、連携しながら支援にあたることの重要性を学ぶ。さらに、当事者の問

題を複雑化するのを防ぐための方策を探る。また、それぞれの役割について理解を深め、お

互いに連携することのメリットを実感できる機会とする。 
 抽出された地域課題 （※前年度から継続する地域課題を含む） 

 カテゴリー テーマ 

 制度・連携 多問題家族は課題整理や支援の優先順位がつきにくい 

 内容：精神疾患・引きこもり・身体障害・８０５０問題などの家族がいることで起こってく

る問題が増加しており対応が難しい。 

 

 

 理解 精神障害者に対する住民理解と本人・地域住民へのサポート体制の不足 

 内容：理解を広げるところから積極的に進めていくことが必要である。 

 

 

 

 制度・連携 ８０５０問題に対して早くからのアウトリーチや課題整理が難しい 

 内容：問題が表面化している場合、支援の必要性がとても高い。問題を複雑化させないため

にも、状況を早めに把握することが必要なため優先度は高い 

 

 

権利擁護 消費者被害（特殊詐欺）の啓発の難しさ（ＰＲが届かない）があること

や、地域の関心や見守りの目が不足している 

内容：玉川地域という地域柄、被害実態はかなり広がりを見せていると考えられる。 

 

 



6 

 

 地区・地域等による取組み 

 地域課題 取組み状況 

 支援困難 【地区】 

・地区版地域ケア会議を活用し課題整理を行い支

援方針検討した。 

・福祉作業所と協働して利用者と保護者向けに介

護保険制度等の説明会を開催した。 

 

 多問題家族は課題整理や支援の優先順

位がつきにくい 

 

 

 精神疾患の理解 【地区】 

・「高齢者の家族の障害や関わりの難しさ」をテ

ーマにケアマネと民生委員と懇談会を開催した。 

・地区向け精神障害に対する勉強会を開催した。 

・多職種連携会やケアマネ連絡会などで講演会や

事例検討会などを行った。 

 

 精神障害者に対する住民理解と本人・地

域住民へのサポート体制の不足 

 

 

 

 ８０５０問題 【地区】 

多職種連携会やケアマネ連絡会などで課題の認

識から対策の検討まで多職種で実施した。 

【地域】 

・支援者から見た「８０５０問題」の現状と課題

は何かを検討、整理した。 

・『「８０５０問題」親も子も老いてゆく』をテー

マに高齢、障害分野の支援者が参加し、具体的な

事例をもとに意見交換を行い、問題の複雑化を防

ぐための方策を検討した。 

 

 ８０５０問題に対して早くからのアウ

トリーチや課題整理が難しい 

 

消費者被害（特殊詐欺含む） 【地区】 

・多職種連携会のテーマで取り上げ未然に防ぐた

めの啓発。 

・既存パンフレットをサロンやミニデイへ配布。 

・予防プラン利用者宅へ訪問の際にチラシ等を配

布し注意喚起を行った。 

・警察署と協力しながら高齢者クラブやサロン等

で講話。 

・実態把握訪問で見守りステッカーやパンフレッ

トの配布。 

 

玉川地域という地域柄、被害実態はかな

り広がりを見せていると考えられる 

 

 

 今後の方向性・残された課題（全区レベルでの検討が望まれる課題等） 

 「８０５０問題」について、高齢・障害分野の支援者同士が顔見知りになり、課題を共有す

ることができた。その結果、「８０５０問題」への対応は一朝一夕で出来るものではなく、

①支援者同士の相互理解と密な連携、②世代をまたいだ支援体制の充実、③早期に支援を開

始できる親子との関係づくりが必要であることに整理ができた。引き続き問題解決に向け

て、各支援者の連携を更に深めるとともに、玉川地域での社会資源を活用した対応について

検討していきたい。 
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地域版地域ケア会議実施報告 

平成 ３０ 年度   砧  地域 

 地域版地域ケア会議の開催状況 

 地域ケア連絡会としての開催     １１回 

 参加者（所属）： あんしんすこやかセンター、地域障害者相談支援センター、社会福祉協議

会、成年後見センター、健康づくり課、介護予防・地域支援課、保健福祉課 

（拡大版）上記に加え、砧地域 区民後見支援員自主グループ 

 

 地域合同包括ケア会議としての開催    回 

 参加者（所属）： 

 

 

テーマ：  

 

 抽出された地域課題 （※前年度から継続する地域課題を含む） 

 カテゴリー テーマ 

 連携・地域活動 認知症や親族のいない高齢者を支援する仕組みづくり 

 内容： 

認知症や親族のいない高齢者が、シルバーパスや家賃減免などの手続きができない、部屋の

片付けや衛生環境が維持できないなど、生活に支障が生じている事例が多く、認知症や親族

のいない高齢者を支援する仕組みづくりが砧地域に共通する課題となっている。 

 見守り 近所づきあいが希薄な閉鎖的な世帯の見守り体制の構築 

 内容：  

いわゆる 8050世帯が地域から孤立しているが、住民同士が困った時に声をかけ合う関係が

なく、見守りの仕組みも高齢者や障害者に対象が限られており、地域の見守りの取り組みが

課題となっている。 

 地域活動 一人暮らしの認知症高齢者への緊急対応がスムーズにできる仕組みづくり 

 内容：  

一人暮らしの認知症高齢者の緊急連絡先などの情報がなく、安否確認など緊急対応時に迅速

な対応が円滑に行えないなど問題が出ており、日頃から、住民に対して緊急時の備えや普及

啓発が課題となっている。 

 連携 ケアマネージャー同士が気軽に話せる場づくり 

 内容：  

一人ケアマネの事業所などがあり、援助拒否など対応に苦慮する世帯の問題を悩んでいるケ

アマネもおり、事例検討などの場では相談しにくく、ケアマネ同士が気軽に話して相談でき

る機会を設けることが課題となっている。 

 地域活動 認知症高齢者の地区サポーターを育む仕組みづくり 

 内容：  

これまでの認知症サポーター養成講座の受講者は比較的高齢の方が多く、今後、幅広い世代

の地区サポーターを育む取り組みが課題となっている。 

理解 介護保険サービスのネガティブなイメージを変える取り組み 

内容：  

地域で活動されていた方が認知機能の低下があり、周囲も対応が難しくなってきたが、デイ

サービスは認知症になって身体が動かなくなった人が行く所と利用につながらない。 

元気なうちから、介護保険サービスのデイサービスに対するネガティブなイメージを変え

て、必要な時に円滑に移行できることが課題となっている。 
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 地区・地域等による取組み 

 地域課題 取組み状況 

 連携・地域活動 ①砧地域成年後見支援員自主グループとの交流

会（拡大版地域ケア会議）を２回開催。認知症等

の高齢者の支援のためには、早い時期から成年後

見制度につなぐ取り組みが必要であることを共

有した。具体的な取り組みとして、あんしんすこ

やかセンターとの連携（見守りボランティアや成

年後見等の啓発講座の講師等の協力）、老い支度

サロン(船橋)でモデル的に相談会や諸手続き一

斉説明会を実施など、協力・連携の提案もあり、

区成年後見センターと相談しながら、出来ること

から取り組みを始める。 

②高齢者が多いＪＫＫ東京とあんしんすこやか

センターとの意見交換会を開催。ＪＫＫ東京から

生活上の諸問題のある入居者の対応はあんしん

すこやかセンターと話し合いの場を持つなど連

携したいとの提案があり、今後、両者が協力・連

携して取り組むことを確認した。 

 認知症や親族のいない高齢者を支援

する関係機関との協力、連携を深めるこ

とが必要。 

また、砧地域成年後見支援員自主グルー

プとの交流会を通して、成年後見制度の

普及啓発や利用促進のためには、①同制

度のマイナスイメージ（報酬が高い、利

用のハードルの高さ等）を払拭する取組

み、②早い時期から成年後見制度につな

ぐ取り組み、③あんしん事業から成年後

見制度につなげやすい取り組み、が必要

であることも共有した。 

 見守り ①社協の推進委員向け研修会、町会自治会の会議

などで、住民同士の見守りの重要性・大切さを伝

え、普及啓発を行った。 

②スーパー、薬局などに訪問し、見守りの協力を

依頼するなど、関係機関との協力・連携に進めた。 

  住民同士の見守りの大切さの普及啓

発や関係機関との協力・連携に向けた取

り組みが必要。 

 地域活動 ①船橋地区ケアマネージャー交流会等で高齢者

の緊急連絡先の必要性を説明し協力を依頼した。 

②社協の希望丘団地のアンケート結果を参考に、

300超世帯を訪問し、緊急連絡先を情報の把握を

進めた。 

 安否確認など緊急対応を迅速にすす

めるため、緊急連絡先などの情報を把握

することが必要。 

 今後の方向性・残された課題（全区レベルでの検討が望まれる課題等） 

 全区レベルでの検討が望まれる課題 
①早い時期から成年後見制度につなげるための仕組みづくり（ふれあい事業、あんしん事業、

成年後見制度の円滑の移行できる取り組み、お試しなど利用しやすい取り組み） 
②地域の方々に精神疾患の理解を広めるため、認知症サポーター養成講座と同程度の啓発プ

ログラムの作成が求められる 
③精神疾患疑いや生きにくさを抱えた方などに専門チームが訪問するなど、アウトリーチの

仕組みづくり（参考：令和元年度～ 多職種チームによる訪問支援事業の実施） 
④重複診療・処方薬を防ぐため、医療機関、薬局の情報共有・連携の仕組みづくり 
⑤区外の大病院のソーシャルワーカーと顔の見える関係づくりの機会を設ける 
⑥介護サービス拒否の方に、単発で契約不要、安価に利用できるサービスづくり 
⑦認知症高齢者の利用可能なごみ収集サービスの対象者拡大。 
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地域版地域ケア会議実施報告 

平成 ３０ 年度   烏山  地域 

 地域版地域ケア会議の開催状況 

 地域ケア連絡会としての開催     ８ 回 

 参加者（所属）： 上北沢・上祖師谷・烏山あんしんすこやかセンター、烏山地域社会福祉協

議会事務所、成年後見センター、成年後見区民後見人、ぷらっとホーム世田谷、訪問看護ス

ケーション芦花、特別養護老人ホーム久我山園、松沢病院、タンドル南烏山[主任ケアマネ]、 

居宅介護支援事業所あすなろ[主任ケアマネ]、烏山地域障害者相談支援センター、ぽーとか

らすやま、介護予防・地域支援課、地域振興課（計画・相談）、上北沢・上祖師谷・烏山ま

ちづくりセンター、健康づくり課（保健相談係）、生活支援課（子ども家庭支援センター、

自立促進）、保健福祉課長、保健福祉課（管理係、障害支援担当、地域支援担当）、烏山保健

福祉センター所長、日本大学文理学部社会福祉学科教授〈スーパーバイザー〉 

 地域合同包括ケア会議としての開催  １ 回 

 参加者（所属）：民生児童委員、成年後見区民後見人、あんすこボランティア、社会福祉協

議会、居宅介護支援[ケアマネ]、相談支援専門員、高齢・障害事業所、医療機関、大学生、

あんしんすこやかセンター職員、区職員 

テーマ： 「８０５０問題」を考えよう！ 

 ①地域ケア会議」について、役割や、烏山地域の取り組みを報告 

②「８０５０問題」について、現状と課題を保健師の視点から報告 

③「８０５０問題」について、地域での現状や課題を出し合い、自分たちに何ができるか

をグループワークにより話し合った。 

 抽出された地域課題 （※前年度から継続する地域課題を含む） 

 カテゴリー テーマ 

 制度 「８０５０問題」（制度の狭間） 

 内容：心身機能が低下した親と暮らしている生活能力に課題のある６５歳未満の子の支援が

必要。 

 

 制度 制度の移行 

 内容：６５歳になり障害者総合支援法から介護保険法へサービスが移行する際に、円滑なサ

ービスの移行が必要。 

 

 理解 妄想についての理解 

 内容：生活に破綻はないが妄想による行動があるケースについて、地域住民の妄想への理解

が必要。 

 

 権利擁護 身元保証 

 内容：今は元気で一人でも困らない人でも、保証人を求める側は、金銭的な保証はもと

より、「万が一の時に誰に相談し本人の代わりに判断してもらったらよいか明確に

しておきたい。」というニーズがある。特に 医療・住まい・就労の手続きにおい

て、保証人や代理人がいなくて困る場面があり、検討が必要。 

 

 見守り ひとり暮らしの認知症の人への支援 

 内容：認知症の人が地域でひとり暮らし（日中ひとりの人を含む）を続けられない要因を明

らかにするため、地域で暮らし続けるために現状で足りないもの、理解不足、見守り

について検討が必要。 
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 地区・地域等による取組み 

 地域課題 取組み状況 

 「８０５０問題」（制度の狭間） ・保健師による「８０５０問題」ケースの分析報

告をまとめ、１１月のせたがや福祉区民学会で発

表した。 

・「８０５０問題検討ＰＴ」を４回開催し、烏山

地域における８０５０ケースへの対応の方法や

役割、連携方法を決定した。連携の手法の1つと

して、地域障害者相談支援センターが事務局とな

り「ぽーと定例会議」を令和元年度（2019年度）

より開催する。 

 心身機能が低下した親と暮らしている

生活能力に課題のある６５歳未満の子

の支援が必要。 

 

 

 制度の移行 ・高齢・障害の支援関係者による「制度の移行

検討会」を開催し、①障害施策・高齢施策につ

いて勉強会・研修 ②移行会議の試行に取り組

んだ。令和元年度（2019年度）も継続して①②

を実施する。 

・②移行会議では、移行する月の６ヶ月前まで

に障害、高齢の支援関係者で移行に向けて情報

共有と方針の決定及び役割分担を行った。 

移行会議実施件数 計９件 

 ６５歳になり障害者総合支援法から介

護保険法へサービスが移行する際に、

円滑なサービスの移行が必要。 

 

 

 妄想についての理解 ・地域版地域ケア会議に出席しているそれぞれの

立場で、区民や事業所への啓発につながる取り組

みを行うことにした。 

・烏山地区連携医事業で精神科医師の講話等を実

施した。 

・烏山地区社協講座やいきいき講座を実施した。 

 

 

 

生活に破綻はないが妄想による行動が

あるケースについて、地域住民の妄想

への理解が必要。 

 

 

身元保証 ・緊急連絡先等を明らかしておくことにより、

緊急搬送時とその後の対応を円滑に行うこと、

並びに自助の機運を高めることを目的に、令和

元年度（2019年度）の烏山地域における試行と

して「熱中症予防シート」の余白に緊急連絡先

等を記入する欄をシールで貼付したものを配

布して利用を促し、検証を行う。 

今は元気で一人でも困らない人でも、

特に、医療・住まい・就労の手続きに

おいて、保証人や代理人がいなくて困

る場面があり、検討が必要。 

 今後の方向性・残された課題（全区レベルでの検討が望まれる課題等） 

 ・８０５０ケースの対応について実践を重ね、「ぽーと定例会議」を活用した関係機関のネ

ットワークと対応力の強化を図る。 

・移行会議の試行を継続する中で具体的な事務手順を確認し、効果を検証した上で、円滑な

サービス移行のしくみとして地域で定着していくことを目指す。 

・熱中症予防シートへの緊急連絡先等を記入する取り組みの効果を検証する。 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３回 全区版地域ケア会議 令 和 元 年 ８ 月 

保健福祉部調整・指導課 

障害福祉部障害保健福祉課 

資料 12－３ 

第２回検討テーマ「精神疾患等への理解」の充実に向けた主な取組み状況 

地区・地域の会議、ネットワークを通じた理解（例：北沢地域）           
 ○あんしんすこやかセンター、総合支所保健福祉センター職員等の地域版地域ケア会議

参加者を対象に、精神疾患による妄想症状のある方の事例から感じたことや体験した
ことを共有し、地域で暮らす妄想の症状を抱える方とどのように関わっていくべき
か、また地域住民の理解が深まるよう支援者としてどのように係るべきかを話し合っ
た。 

【拡充】障害者の相談支援体制の強化                       
 ○地域障害者相談支援センター（愛称：ぽーと）の強化 
  ・相談支援における人員増（うち１名は精神保健福祉士） 
  ・開設日時等の変更（午前 8時 30 分～午後 5時、土曜日も開設） 
【新規】多職種チームによる訪問支援事業                     

 ○世田谷保健所に保健師及び精神保健福祉士や専門医師等で構成する「多職種チーム」
を設置し、総合支所保健福祉センターの地区担当保健師等と連携し、支援が必要な未
治療・治療中断の精神障害者等（疑いのある者を含む）への訪問支援や医療・福祉サ
ービスの利用支援等の業務に取り組む。 

講演会（各地域）                                
 ○「みんなで知ろう こころの病気～統合失調症～」等、精神疾患に関するテーマの講

演会を開催し、病状の理解と福祉サービスの活用方法等について普及啓発を行った。 
職員向け研修（全区）                              

 ○区職員、関係機関職員を対象に、自殺予防ハイリスク者への対応にあたっての寄り添
いや傾聴に関する講義やグループワークを実施した。 

 ○保健師人材育成研修では、被災地支援活動報告から、災害時には障害の有無に関わら
ず誰もがこころの不調を引き起こす可能性があることを共有し、「災害対策の視点で
考える日ごろからできる地域づくり」について意見交換を実施した。 

新たな手法による理解促進の取組み（全区）                    
○スマートフォン等を利用して気軽にメンタルヘルスチェックが行える「こころの体温
計」など、若年層に向けた理解促進に取り組んでいる。 

総合プラザにおける今後の取組み（全区）                     
○精神障害者や精神疾患者等の理解、差別・偏見の解消を目指し、令和 2年度に都立梅
ヶ丘病院の跡地に開設する「世田谷区立保健医療福祉総合プラザ」において実施する
講演会等の開催、こころの健康づくりを支える人材の育成、思春期相談「こころスペ
ース」等の事業の準備、検討を進める。 

【第２回全区版地域ケア会議資料再掲】 

【今後の取組みの方向性】 

１ 地区・地域の取組み                                

引き続き個別支援や地区・地域のネットワークを通じた情報共有、啓発等により、近隣住民

等の理解促進に努める。併せて、地域ケア会議や、エリア自立支援協議会等により各地区・地

域の課題・特色に応じた取組みを進める。 

 ２ 啓発の充実                                    

  本人、家族以外の区民を対象に、精神疾患に関する理解が得られるよう、既存の講座の拡充

を行う等、啓発の充実を図る。 

 ３ 相談支援体制の強化                                

  年々増加するこころの相談や精神障害を中心とした障害者等の多様な相談に対応するため、
今年度に実施する地域障害者相談支援センターの次期受託事業者公募に合わせて、相談支援体
制の強化を進める。 

 

１ 地区・地域の取組み 

【第２回全区版地域ケア会議における主な意見】 

・近隣住民へ本人がどういった方なのか説明すれば理解が進むが、個人情報との兼ね合いもあり、

症状の理解や情報共有という面で苦慮している。 

・居場所を作り、地域の方も気軽に参加し交流できる場があれば理解が進むのではないか。 

・ピアサポーターのような当事者の力を活用することがよいのではないか。 

・精神疾患等については一人ひとり対応の仕方も違うため、一般的な広報による啓発が難しい。 

・近隣住民との関係が壊れた場合、間に入って関係をつなぎ直すワーカーの働きがとても重要で

あり、そこに踏み込める資源をどのように作るかを考える必要がある。 

・精神障害のある方も避難所で一緒に生活する場合等もある。区民や町会の関係者、避難所運営

に関わる方などを対象とした勉強会で理解が広まるとよい。 

・区民への広報啓発も大事であるが、専門職の方々に理解してもらうことを優先すべきではないか。 

２ 啓発の充実 

３ 相談支援体制の強化 

【課題】 

 ○近隣住民の精神疾患に対する理解が不足している 
 ・精神疾患の中でも、特に症状としての妄想への理解は不足している。怖い、どう対応してよ

いかわからない等の不安が原因となり排他的になりがちで、世帯が孤立したり、近隣苦情に
なりうる。 

 ・認知症における「認知症ケアパス」パンフレットや認知症サポーター養成講座のような啓発
のツールが精神疾患に関しては少ない。特に、本人・家族以外の区民を対象とするものが不
足している。一方で、精神疾患の症状の現れ方、対応方法は対象者によって異なることが多

く、一般化した具体的な対応方法を示すことが難しい。 
○妄想等の症状による近隣住民とのトラブルや不安に対し、適切なフォローが求められる 
・本人へは長期的な支援や見守りが必要な場合が多く、近隣住民へのフォローが必要である。 

 ・地域ケア会議に支援者、関係機関の他、近隣住民を加えて開催することで理解が進み、トラ
ブルとなった行為は変わらなくても近隣住民の不安の解消につながった事例もある。 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３回 全区版地域ケア会議 令 和 元 年 ８ 月 
保健福祉部調整・指導課 
保健福祉部生活福祉担当課 

資料 12－４ 

第３回検討テーマ：身元保証人が立てられない方の入院・入所について 

【現状】 

○医療・介護の現場では、入院・入所時に身元保証人が求められることが多く、孤立傾向にある

高齢者等の中には、保証を引き受けてくれる親族等がいないことから、必要な医療や介護サー

ビスの円滑な利用が進まないことがある。 

【身元保証人に求められる役割と課題】 

身元保証人に求められる具体的内容 地区・地域からの主な意見及び課題 

①緊急の連絡先について 

・緊急連絡先が準備できない場合に、入院・入所が断られる場合がある。 
・救急搬送等の場合、緊急連絡先の把握が困難となる場合がある。 
・緊急時のあんしんツールが地区によって異なる。 
・後見手続き中、審判がおりるまで、対応が困難である。 
・身元保証代行団体を使用する場合も考えられるが、区は費用負担が出来ない、手続

きを行うことが出来ない、信用できる団体が分からない。 

②入院費・施設利用料の支払い代行に
ついて 

・成年後見人の選任までは、医療費等の支払いが滞るケースがある。 
・成年後見人の選任までに病状が悪化して死亡に至ってしまった場合は、医療費等の

支払いの担い手がいなくなる場合がある。 

③本人が生存中の退院・退所の際の居
室明け渡し及び退院・退所時の支援 

・成年後見人の選任までは、移送費の支払いに困窮する場合がある。 

④入院計画書・ケアプランの同意 

・入院計画やケアプランの同意は本人や成年後見人の同意に基づくが、事実行為や医
療行為の同意については、成年後見人及び区は行うことができない。 

 

⑤入院中に必要な物品を準備する等の
事実行為について 

⑥医療行為の同意 

⑦遺体・遺品の引き取り、葬儀等につ
いて 

・生活保護法、墓地埋葬法では、故人が生前に望むかたちでの葬儀は出来ない。 
・未払い医療費の精算を行う相続人と連絡がとれない場合がある。 
・賃貸住宅の場合、部屋の片付けを行う相続人と連絡がとれない場合がある。 

 

全国統計では、病院・施設が身元保証を求める割合は 90％以上。身元保証がないと入院を認め
ない割合は 22.6％と言われている。※なお、身元保証人等がいないことのみを理由に入院・入
所を拒むことがないよう、国通知が発出されている。（平成 30 年 4 月 27 日医政医発 0427 第 2
号、平成 30 年 8 月 30 日老高発 0830 第 1 号、老振発 0830 第 2 号） 

【参考】第7期世田谷区高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画 高齢者人口の将来推計抜粋 

 単身高齢者世帯人口 高齢者のみ世帯人口 

2020 年（推計） 60,453 人 69,621 人 

2025 年（推計） 66,927 人 75,048 人 

 

【当面の取組み、現在検討中の事業】 

○熱中症予防シートに緊急連絡先等の記入欄を追加…毎夏、高齢者等に配付している熱中症予防シートに、
緊急連絡先等の記載欄を貼付し、緊急搬送時等に活用する取組みを令和元年度より烏山地域で試行する。 

○成年後見制度利用促進法に基づく事業実施…利用者がメリットを実感できるよう、身上保護や見守りの重
視を目標に、福祉、医療、地域の関係者と後見人をチームとし、専門職団体や関係機関と連携できる「地
域連携ネットワーク」づくりなどを検討する。 

○任意後見制度の拡充…世田谷区社会福祉協議会では、平成 25 年度から実施している任意後見事業の「訪
問見守りコース」に加え、「電話見守り」や「入退院時支援」、「死後事務に関するサービス」を新設し、
任意後見制度利用促進を図ることを検討している。 

【他自治体の取組み例】 

 ○東京都足立区…区内に身寄りのないひとり暮らしの高齢者が、安心して老後の生活を
送ることができるように、事前の契約によって将来起こりうる判断能力の低下や緊急
入院等に備えた支援サービスを、「社会福祉協議会権利擁護センターあだち」が提供
する。 

 ○愛知県半田市…医療・介護の現場で必要とされる「身元保証」について、事例検討や
アンケート調査を行いながら、定義や考え方、具体的な対応方法等の指針を示し、「身
元保証等」がない方でも必要な医療や介護がスムーズに受けられるよう、ガイドライ

ンを作成した。 

※平成 26 年 10 月 公益社団法人成年後見センター・リーガルサポート調査 

【現在の制度や区の取組み】 

＜本人の判断能力がある＞ 

【緊急連絡先カードなど（区・地区社協・見守りネットワーク）】 

緊急時、当該区民の緊急連絡先を、関係機関が把握するため、区民一人

ひとりが記入できるカード等を配付する。（「命のバトン」「見守り」、「災

害時連絡カード」） 

【身元保証代行団体（民間事業）】 

身元保証（左記①～⑦までの内容）などを約 100 万円～で請け負う契約

に基づき、代行団体が行う。連絡先の代行を安価に行う団体もある。 

【あんしん事業（東京都社会福祉協議会）】 
 専門員（職員）、生活支援員（住民）が関係機関等と連携し、定期的に
自宅を訪問して、料金の払い込みなどの手続き、福祉サービスの利用援
助や書類の預かり等の支援を行う。 

【任意成年後見制度（国）】 
 判断能力のある方が、自分の判断能力が無くなった場合に備え、自分の
代わりに、財産管理や身上保護を行う成年後見人を事前に選定する。 

【死後のための生前整理事業（世田谷区社会福祉協議会）】 
 エンディングノートの書き方（老い支度講座）、終活相談会、高齢者の
不安解消サービス（葬儀事業者との生前契約支援事業） 

＜本人の判断能力がない＞ 
【法定成年後見制度（国）】 
 判断能力のない方に、親族又は区長の申し立てにより、成年後見人を選
任し、本人のための財産管理や身上保護を行う。 

 


